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第
一
章

高
齢
受
刑
者
の
早
期
釈
放
の
積
極
的
運
用
を
支
え
る
諸
制
度
お
よ
び
理
念

第
二
章

今
後
の
課
題

む
す
び
に
か
え
て

第
二
部

日
本
の
問
題
状
況
と
今
後
向
か
う
べ
き
方
向
性
―
―
安
全
重
視
か
ら
支
援
重
視
の
高
齢
受
刑
者
処
遇
へ

高
齢
犯
罪
者
・
受
刑
者
の
特
性
は
ど
の
点
に
あ
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
高
齢
犯
罪
者
・
受
刑
者
の
「
傷
つ
き

や
す
さ
」
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
問
題
点
と
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
を
多
角
的
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
で
は
こ
の

問
い
に
対
し
て
、
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
齢
犯
罪
者
・
受
刑
者
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
近
時
、
生
活

困
窮
ゆ
え
に
犯
罪
を
行
っ
た
高
齢
犯
罪
者
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
よ
り
も
「
生
活
困
窮
」
と
い
う
因
子
が
強
調
さ
れ
、
再

犯
の
危
険
性
が
高
い
と
し
て
拘
禁
的
措
置
が
積
極
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
刑
務
所
内
処
遇
の
不
十
分
さ
や
、
早
期
釈
放
の
消

極
的
適
用
か
ら
、
高
齢
受
刑
者
の
社
会
復
帰
は
さ
ら
に
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
部
で
は
、
高
齢
受
刑
者
の
拘
禁
環
境
が
ま
さ
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
指
摘
さ
れ
た
「
劣
悪
」
な
環
境
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
（
第
一
編
）、
そ
の
よ
う
な
拘
禁
環
境
が
諸
法
の
要
請
に
反
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
そ
の
対
応
の
第
一
段
階
と
し
て
刑
事
訴
訟

法
四
八
二
条
が
定
め
る
自
由
刑
の
執
行
停
止
の
積
極
的
運
用
を
提
案
し
た
い
（
第
二
編
）。

第
一
編

｢安
全
」
に
基
礎
を
置
く
高
齢
受
刑
者
に
対
す
る
早
期
釈
放
の

消
極
的
適
用
と
そ
の
問
題
性

第
一
編
で
は
、
日
本
に
お
け
る
高
齢
受
刑
者
へ
の
拘
禁
的
措
置
の
適
用
状
況
（
第
一
章
）
と
医
療
的
・
福
祉
的
対
応
の
不
十
分
さ
、
お
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よ
び
、
そ
の
結
果
、
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
悲
惨
な
状
況
（
第
二
章
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
の
根
底
に
あ
る

「
安
全
」
の
視
点
の
重
視
が
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
一
章

高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
拘
禁
的
措
置
と
刑
務
所
内
処
遇
の
現
状

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
罰
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
軽
微
な
財
産
犯
を
行
っ
た
高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
す
ら
、
拘
禁
的
措
置
が
積
極
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る

（
第
一
節
）。
さ
ら
に
拘
禁
さ
れ
た
後
、
刑
務
所
に
お
い
て
高
齢
受
刑
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
医
療
的
・
福
祉
的
対
応
が
十
分
に
な
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
高
齢
受
刑
者
が
劣
悪
な
拘
禁
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
（
第
二
節
）。

第
一
節

軽
微
な
財
産
犯
を
繰
り
返
す
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
拘
禁
的
措
置
の
積
極
的
適
用

第
一
部
第
一
編
で
示
し
た
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
非
拘
禁
的
措
置
の
適
用
に
対
す
る
合
意
の
形
成
に
あ
た
り
、

「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
す
る
明
文
規
定
お
よ
び
そ
の
根
拠
を
め
ぐ
る
議
論
が
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
明
治
期

の
刑
事
法
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
明
文
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
す
る
明
文
規
定
に

関
す
る
議
論
の
蓄
積
が
な
い
ま
ま
、
現
行
法
で
は
そ
れ
ら
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
た
め
、
量
刑
判
断
に
お
け
る
「
高
齢
」
と
い
う
因
子
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
未
だ
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
（
第
一
款
）。

そ
の
よ
う
な
合
意
が
な
い
状
態
で
、
生
活
困
窮
を
背
景
と
し
て
軽
微
な
財
産
犯
を
繰
返
し
て
い
る
高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
す
ら
、「
安

全
」
の
視
点
を
重
視
し
て
よ
り
積
極
的
に
拘
禁
的
措
置
が
選
択
さ
れ
て
い
る
（
第
二
款
）。

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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第
一
款

高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
罰
減
軽
に
関
す
る

過
去
の
明
文
規
定
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
の
不
十
分
さ

日
本
の
量
刑
実
務
に
お
い
て
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
は
、
加
重
の
方
向
に
も
減
軽
の
方
向
に
も
作
用
し
う
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

お
り(394
)、

ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に
つ
い
て
は
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
明
治
四
一
年
刑
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、

「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
す
る
規
定
を
削
除
す
る
際
の
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
自
由
刑
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
が
不
十
分
で
あ
っ

た
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
明
治
初
期
の
諸
刑
律
と
一
八
一
〇
年
フ
ラ
ン
ス
刑
法
典
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
明
治

一
三
年
刑
法
に
お
い
て
、
高
齢
犯
罪
者
に
つ
い
て
は
非
高
齢
者
よ
り
も
体
力
が
減
退
し
て
い
る
点
を
重
視
し
、
流
刑
と
徒
刑
に
つ
い
て
は

刑
罰
を
減
軽
宥
恕
す
る
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
四
一
年
刑
法
の
立
法
過
程
で
は
、
刑
の
執
行
の
局
面
に
お
い

て
、
高
齢
者
に
限
定
せ
ず
個
々
の
受
刑
者
の
体
力
に
応
じ
た
刑
を
科
す
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
削
除
さ
れ
た
（
第
一
項
）。

そ
の
際
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
べ
き
か
、
と
い
う
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、
裁
判
官
が
量
刑
時
に
考
慮
す
る
か
、

あ
る
い
は
刑
務
所
拘
禁
後
に
処
遇
の
問
題
と
し
て
検
察
官
や
刑
務
所
所
長
が
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
第
二
項
）。

第
一
項

「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
す
る
諸
規
定

幕
藩
法
の
下
で
は
、
幕
府
領
で
は
公
事
方
御
定
書
を
中
心
と
す
る
幕
府
の
刑
法
が
、
そ
の
一
方
で
諸
藩
で
は
藩
刑
法
が
適
用
さ
れ
て
い

た
。
一
八
六
八
年
一
〇
月
晦
日
、
新
政
府
は
新
律
府
令
の
公
布
ま
で
は
全
国
で
公
事
方
御
定
書
を
用
い
る
旨
を
布
達
し
た
。
そ
の
間
、
新

政
府
は
、「
清
律
例
彙
纂
」
と
「
刑
法
草
書
」
を
基
礎
と
し
、
養
老
律
や
公
事
方
御
定
書
も
考
慮
し
て
「
仮
刑
律
」
と
称
す
る
仮
の
刑
法

典
を
編
纂
し
て
い
た
。
こ
の
仮
刑
律
は
、
一
般
に
公
布
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
府
藩
県
か
ら
の
擬
律
や
断
刑
に
関
す
る
伺
に
対
す
る
指

令
の
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
明
治
時
代
以
降
の
明
文
規
定
と
し
て
は
、
こ
の
仮
刑
律
に
「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と

論 説
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す
る
明
文
規
定
の
端
緒
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
仮
刑
律
の
基
礎
と
な
っ
た
養
老
律(395
)の

規
定
を
み
る
。
養
老
律
令
に
お
い
て
は
、
高
齢
犯
罪
者
に
つ
い
て
獄
令
三
九
と
獄
令
四
二

に
規
定
を
設
け
ら
れ
て
い
た
。

獄
令
三
九

年
八
十
。
十
歳
。
及
癈
疾
。
懐
孕
。
侏
儒
之
類
。
雖
犯
死
罪
。
亦
散
禁
。

獄
令
四
十
二

凡
應
議
請
減
者
。
犯
流
以
上
若
除
免
官
當
者
。
並
肱
禁
。
公
坐
流
。
私
罪
徒
。【
並
謂
、
非
官
當
者
。】
責
保
參
對
。
其
初
位
以
上
及

無
位
應
贖
。
犯
徒
以
上
及
除
免
官
當
者
。
梏
禁
。
公
罪
徒
並
散
禁
。
不
脫
巾
。

獄
令
三
九
は
一
〇
歳
以
下
の
幼
児
も
し
く
は
児
童
、
八
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
反
逆
罪
、
殺
人
罪
お
よ
び

盗
罪
、
傷
害
罪
の
場
合
を
除
い
て
刑
罰
が
免
除
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る(396
)。

さ
ら
に
、
獄
令
四
二
は
七
歳
以
下
の
幼
児
と
九

〇
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
全
て
の
刑
罰
を
免
除
す
る
と
規
定
し
て
い
る(397
)。

獄
令
四
二
の
規
定
に
つ
い
て
、「
應
贖
」

は
獄
令
三
九
が
言
う
、
刑
罰
が
免
除
さ
れ
る
人
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
獄
令
四
二
は
八
〇
歳
以
上
の
高
齢
犯
罪
者
に
も
適
用
さ
れ
る(398
)。

養
老
律
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
模
し
た
と
思
わ
れ
る
規
定
が
仮
刑
律
に
設
け
ら
れ
た
。

老
少
癈
疾
犯
罪

凡
、
年
七
十
以
上
十
五
以
下
及
ヒ
癈
疾
之
者
、
流
罪
以
下
ヲ
犯
ス
ハ
贖
ヲ
以
宥
之
、
死
罪
ヲ
犯
ス
ハ
当
罪
ヲ
以
論
決
。
若
八
十
以
上

十
歳
以
下
篤
疾
之
者
、
人
ヲ
殺
応
死
モ
ノ
ハ
、
議
擬
奏
聞
、
上
裁
ヲ
仰
。
其
余
犯
罪
ハ
皆
座
セ
ス
。
九
十
以
上
七
歳
以
下
ハ
、
死
罪

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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ヲ
犯
ス
ト
雖
モ
刑
ヲ
加
ヘ
ス
。
若
教
令
ス
ル
者
ア
ラ
バ
、
其
者
ヲ
以
罪
ニ
座
ス
。
以
贓
有
テ
償
フ
ベ
ク
ハ
、
贓
ヲ
受
ル
モ
ノ
令
償
之
。

こ
の
「
老
少
癈
疾
犯
罪
」
は
仮
刑
律
の
総
論
部
分
に
設
け
ら
れ
て
い
る
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
刑
罰
が
減
免
さ
れ
る
対
象
者
を
三

段
階
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
一
段
階
目
と
し
て
、
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
、
一
五
歳
以
下
の
少
年
、
そ
し
て
癈
疾
者
が
流
罪
以

下
の
刑
罰
が
予
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
に
は
刑
罰
を
減
軽
す
る
、
あ
る
い
は
代
替
刑
を
科
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
代
替
刑
と

は
「
収
贖
」
と
あ
る
よ
う
に
、
罰
金
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
で
死
罪
に
当
た
る
犯
罪
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
死
罪
に
処
さ
れ
う

る
。
二
段
階
目
と
し
て
、
八
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
、
一
〇
歳
以
下
の
少
年
そ
し
て
篤
疾
者
が
殺
人
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
刑
罰
は
上

級
官
僚
の
決
定
事
項
と
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
お
い
て
殺
人
以
外
の
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
不
処
罰
と
さ

れ
て
い
た
。
三
段
階
目
と
し
て
は
、
九
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
、
お
よ
び
七
歳
以
下
の
少
年
は
反
逆
罪
を
除
い
て
不
処
罰
と
さ
れ
て
い
た(399
)。

仮
刑
律
は
旧
幕
府
天
領
に
お
い
て
の
み
公
布
さ
れ
た(400
)。

そ
こ
で
全
国
に
公
布
す
る
刑
法
典
と
し
て
一
八
七
一
年
（
明
治
三
年
）
に
編
纂

さ
れ
た
の
が
、「
新
律
綱
領
」
で
あ
る
。「
復
古
的
色
彩
」
の
強
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
た
め
、
新
律
綱
領
は
西
欧
法
の
影
響
が
全
く
見
ら

れ
な
い(401
)、

律
系
統
の
刑
法
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る(402
)。

そ
の
た
め
、
律
令
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
、
新
律
綱
領
に
お
い
て
も
高
齢
者
に
関

す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
補
足
法
と
し
て
一
八
七
四
（
明
治
六
年
）
に
「
改
定
律
例
」
が
施
行
さ
れ
た(403
)。

新
律
綱
領
に

お
け
る
規
定
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
高
齢
者
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

老
小
癈
疾
収
贖
（「
新
律
綱
領
」）

凡
、
七
十
以
上
、
十
五
以
下
、
及
ヒ
癈
疾
之
者
、
死
罪
ヲ
除
ク
ノ
外
、
流
罪
以
下
ヲ
犯
ス
者
ハ
収
贖
ス
。
八
十
以
上
十
歳
以
下
、
及

ヒ
篤
疾
之
者
、
人
を
殺
シ
、
死
罪
ニ
該
ル
者
ハ
、
議
擬
奏
聞
シ
テ
、
上
裁
ヲ
請
フ
、
若
シ
盗
罪
、
及
ヒ
人
ヲ
傷
ス
ル
者
モ
、
亦
収
贖

ス
ル
事
ヲ
準
ス
、
其
余
ノ
罪
ハ
皆
論
ス
ル
事
勿
レ
。
九
十
以
上
、
七
歳
以
下
ハ
、
死
罪
ヲ
犯
ス
ト
雖
モ
、
刑
ヲ
加
ヘ
ス
。
若
シ
教
令
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ス
ル
者
ア
レ
ハ
、
其
教
令
者
ヲ
罪
ニ
座
シ
、
贓
ノ
償
フ
ヘ
キ
者
ア
レ
ハ
、
ソ
ノ
得
ル
者
ヲ
シ
テ
償
ハ
シ
ム
。

老
小
癈
疾
収
贖
条
例
（「
改
定
律
例
」）

第
四
十
七
条(404
)

凡
老
小
及
ビ
癈
疾
者
官
ニ
在
リ
罪
ヲ
犯
ス
ニ
公
罪
ハ
官
吏
贖
罪
罰
俸
例
図
ニ
依
リ
私
罪
ハ
官
吏
犯
私
罪
律
例
ニ
依
ル
。
其
破
廉
恥
甚

ニ
係
ル
者
懲
役
百
日
以
下
ハ
除
族
ニ
止
メ
一
年
以
上
ハ
仍
ホ
律
ニ
依
リ
収
贖
セ
シ
ム
。

第
四
十
八
条

凡
老
小
及
ヒ
癈
疾
者
懲
役
終
身
以
下
ヲ
犯
ス
者
例
ニ
照
シ
テ
収
贖
ス
ル
ノ
後
再
ヒ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
仍
ホ
例
ニ
照
シ
収
贖
ス
ル
事
ヲ
聴

ス
。
若
シ
盗
罪
賭
博
等
加
等
ス
可
キ
再
犯
ニ
係
ル
者
ハ
担
加
等
ノ
罪
ヲ
宥
メ
本
罪
ヲ
実
断
シ
テ
再
ヒ
収
贖
ス
ル
事
ヲ
聴
サ
ス
。
三
犯

以
上
凡
人
再
犯
以
上
ノ
例
ニ
照
シ
テ
加
等
ス
。

第
四
十
九
条

凡
懲
役
限
度
内
老
疾
收
贖
者
孤
獨
貧
困
ニ
シ
テ
即
時
贖
フ
ヿ
能
ハ
サ
ル
者
ハ
贖
金
延
期
限
内
輕
役
ニ
拘
服
ス
。

新
律
綱
領
に
お
け
る
「
老
小
癈
疾
収
贖
」
の
規
定
は
仮
刑
律
と
同
様
に
、「
収
贖
」
の
対
象
を
三
段
階
に
わ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
段
階
目
と
し
て
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
、
一
五
歳
以
下
の
少
年
、
そ
し
て
癈
疾
者
、
二
段
階
目
と
し
て
、
八
〇
歳
以
上
、
一
〇
歳
以
下

お
よ
び
篤
疾
者
、
そ
し
て
三
段
階
目
と
し
て
九
〇
歳
以
上
、
七
歳
以
下
の
者
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
刑
罰
に
つ
い
て
は
、

仮
刑
律
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
例
外
に
つ
い
て
は
若
干
異
な
る
。
一
段
階
目
が
死
罪
を
除
い
て
代
替
刑
（
収
贖
）、
二
段
階
目
が
原
則

と
し
て
不
処
罰
で
あ
る
が
、
死
罪
の
場
合
に
は
上
級
官
僚
が
刑
罰
を
決
定
し
、
盗
罪
お
よ
び
傷
害
の
場
合
に
は
代
替
刑
（
収
贖
）、
そ
し

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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て
最
後
の
三
段
階
目
に
つ
い
て
は
、
例
外
な
く
不
処
罰
と
さ
れ
た
。

こ
の
新
律
綱
領
の
補
足
法
で
あ
る
改
定
律
例
は
、
第
四
七
条
に
官
に
よ
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
第
四
八
条
に
終
身
懲
役
刑
に
当
た
る
犯
罪

お
よ
び
、
盗
罪
や
賭
博
罪
等
の
再
犯
に
つ
い
て
「
高
齢
」
を
刑
の
減
軽
事
由
と
す
る
規
定
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
改
定
律
例
で
は
、
高
齢

者
、
少
年
そ
し
て
癈
疾
者
に
お
い
て
、
新
律
綱
領
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
細
か
い
段
階
分
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
高
齢

者
は
「
老
」、
少
年
は
「
小
」、
そ
し
て
、
癈
疾
者
と
篤
疾
者
は
癈
疾
者
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
彼
ら
に
よ
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

に
刑
罰
が
減
軽
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
官
に
よ
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
懲
役
一
〇
〇
日
以
下
の
刑
罰
が
予
定
さ
れ
て
い
る
犯

罪
に
つ
い
て
は
身
分
の
剥
奪
（
除
族
）
に
、
懲
役
一
年
以
上
は
代
替
刑
（
収
贖
）
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
あ
る
い
は
廃
疾
者
の
中
、

孤
独
で
頼
る
人
も
お
ら
ず
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
た
め
た
だ
ち
に
「
収
贖
」
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、
支
払
い
を
延
期
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
延
期
期
間
は
懲
役
よ
り
も
軽
い
作
業
に
従
事
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高

齢
者
お
よ
び
廃
疾
者
に
お
い
て
は
懲
役
を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
、
明
治
期
に
お
い
て
も
孤

独
で
生
活
に
困
窮
し
た
高
齢
犯
罪
者
が
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
盗
罪
を
行
う
高
齢
犯
罪
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
は
懲
役
刑
を
科
す
べ
き
存
在
で
は
な
い
と
の
考
え
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
に
ま
ず
当
時
の
司
法
省
に
お
い
て
日
本
人
委
員
が
日
本
帝
国
刑
法
草
案
を
起
草
し
た(405
)。

し
か
し
、
こ
の
草

案
は
不
完
全
で
あ
る
と
し
て
、
元
老
院
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
作
成
し
た
法
案
を
元
に

司
法
省
に
お
い
て
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
に
刑
法
審
査
修
正
案
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
案
が
元
老
院
に

お
い
て
可
決
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
治
罪
法
と
同
時
に
公
布
さ
れ
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
明
治
一
三
年
刑
法
は
フ
ラ
ン
ス
一
八
一
〇
年
刑
法
典
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
こ
の
刑

法
典
に
は
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
罰
に
つ
い
て
減
免
す
る
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
の
規
定
を
模
し
た
と
思
わ
れ
る
規
定
が
明
治
一
三
年
刑
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法
に
存
在
す
る
。

第
十
九
条

徒
刑
ノ
囚
六
十
歳
ニ
満
ル
者
ハ
通
常
ノ
定
役
ヲ
免
シ
其
体
力
相
当
ノ
定
役
ニ
服
ス

第
二
十
二
条

懲
役
ハ
内
地
ノ
懲
役
場
ニ
入
レ
定
役
ニ
服
ス
但
六
十
歳
ニ
満
ル
者
ハ
第
十
九
条
ノ
例
ニ
従
フ

2

重
懲
役
ハ
九
年
以
上
十
一
年
以
下
軽
懲
役
ハ
六
年
以
上
八
年
以
下
ト
為
ス

一
九
条
は
徒
刑
に
服
す
る
受
刑
者
の
う
ち
、
六
〇
歳
に
達
し
た
者
は
そ
の
体
力
に
応
じ
た
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
二
二
条
は
懲
役
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
一
九
条
を
準
用
し
て
高
齢
受
刑
者
の
体
力
に
応
じ
た
刑
務
作
業
を
科
す
こ
と
を
定
め
て
い

る
。
刑
罰
を
減
免
す
る
の
で
は
な
く
刑
罰
と
し
て
課
さ
れ
る
労
働
お
よ
び
懲
役
の
内
容
を
軽
く
す
る
、
と
定
め
て
い
る
点
で
フ
ラ
ン
ス
の

一
八
一
〇
年
刑
法
典
七
一
条
、
お
よ
び
明
治
初
期
の
諸
刑
律
に
お
け
る
規
定
の
趣
旨
と
は
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
受
刑
者
の
体

力
を
考
慮
し
て
、
そ
の
体
力
に
応
じ
た
「
厳
し
さ
」
の
刑
罰
を
科
す
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
受
刑
者
の
受
刑
能
力
を
考
慮
し
た
規

定
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
フ
ラ
ン
ス
の
条
文
と
性
質
が
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
一
九
条
お
よ
び
二
二
条
が
責
任
能
力
の
減
退
に
根

拠
を
お
い
た
条
文
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
七
八
条
か
ら
八
三
条
に
心
神
喪
失
者
、
癈
疾
者
、
若
年
者
の
刑
罰
減
軽
に
つ
い
て
別
途
定

め
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

明
治
一
三
年
刑
法
に
お
け
る
、
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
規
定
は
明
治
四
〇
年
刑
法
に
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。
明
治
四
〇
年
に
制
定

さ
れ
た
刑
法
は
、
旧
刑
法
に
お
け
る
諸
規
定
を
少
な
か
ら
ず
受
け
継
い
で
い
る
が
、
性
質
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
旧
刑
法
時
に
批
判
さ
れ
て
い
た
、
犯
罪
類
型
の
細
分
化
や
法
定
刑
の
幅
が
狭
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
た
硬

直
性
を
克
服
す
べ
く
、
犯
罪
類
型
や
法
定
刑
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
。
同
法
は
、
数
度
の
改
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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明
治
一
三
年
刑
法
と
明
治
四
〇
年
刑
法
と
で
は
、
刑
罰
制
度
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
移
動
の
自
由
の
は
く
奪
と
強
制
労
働
を
そ
の

内
容
と
し
た
流
刑
や
徒
刑
と
い
っ
た
刑
罰
が
な
く
な
り
、
自
由
刑
は
現
行
刑
法
と
同
様
、
懲
役
刑
、
禁
錮
刑
、
拘
留
の
三
種
類
に
改
め
ら

れ
た
。
こ
の
刑
罰
制
度
の
変
化
は
、
明
治
一
三
年
刑
法
一
九
条
お
よ
び
二
二
条
の
「
高
齢
」
刑
罰
減
軽
規
定
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
一
五
年
、
一
六
年
に
出
さ
れ
た
司
法
省
に
よ
る
司
法
省
改
正
案
で
は
、
明
治
一
三
年
刑
法
一
九
条
二
二
条
と
同
趣
旨
の
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
五
年
か
ら
明
治
二
七
年
に
か
け
て
の
司
法
省
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
に
お
い
て
法
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
。

そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
ず
は
流
刑
や
徒
刑
と
い
っ
た
、
体
力
が
減
退
し
た
高
齢
者
に
科
す
に
は
過
酷
な
労
役
が
無
く
な
り
、
議

論
の
前
提
が
大
き
く
変
わ
っ
た
点
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
同
決
議
録
に
よ
れ
ば
「
六
十
歳
ニ
滿
ル
者
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
六
十
未
滿
ノ
者
雖
ト
モ

體
力
の
相
當
ノ
役
ニ
服
セ
シ
ム
ル
ハ
勿
論
ノ
議
ナ
ル
ニ
此
文
字
ア
ル
ト
キ
ハ
六
十
歳
未
滿
ノ
者
ハ
體
力
不
相
當
ノ
役
ニ
服
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

サ
ル
歟
ノ
疑
ヲ
匿
（
惹
）
起
ス
ル
ノ
嫌
ヒ
ア
リ
」
と
し
て
い
る(406)。
す
な
わ
ち
、
年
齢
で
形
式
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
体
力
を

考
慮
し
て
刑
罰
の
内
容
を
調
整
す
べ
し
、
と
し
た
点
で
、
執
行
す
る
刑
罰
の
内
容
に
つ
い
て
の
個
別
化
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
降
、「
高
齢
」
犯
罪
者
に
関
す
る
特
別
な
規
定
は
設
け
ら
れ
ず
に
現
行
法
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
の
経
緯
か
ら
、
高
齢
犯
罪
者
に
関

す
る
対
応
は
実
体
法
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
刑
事
手
続
き
お
よ
び
刑
罰
執
行
の
段
階
に
お
い
て
処
分
決
定
者
の
裁
量
に
ま
か
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た(407
)。

と
り
わ
け
、
量
刑
段
階
で
は
「
高
齢
」
と
い
う
因
子
は
一
般
情
状
と
し
て
斟
酌
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
近
時
で
は

「
高
齢
」
と
い
う
事
情
を
斟
酌
す
る
か
否
か
、
さ
ら
に
刑
罰
を
加
重
す
る
方
向
で
考
慮
す
る
か
、
減
軽
す
る
方
向
で
考
慮
す
る
か
に
つ
い

て
す
ら
、
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

高
齢
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
す
る
規
定
を
、
一
九
六
〇
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
削
除
し
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
裁
判

官
の
裁
量
に
よ
り
「
高
齢
」
と
い
う
事
情
を
個
別
的
に
考
慮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
刑
事
施
設
内
に
お
い
て
も
高
齢
受
刑
者
の
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特
性
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
運
用
の
根
底
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事

由
と
す
る
明
文
規
定
と
議
論
の
蓄
積
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
合
意
が
得
ら
れ
た
た
め
に
、
裁
判
官
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
と
し
て

も
、「
高
齢
」
と
い
う
事
情
の
位
置
づ
け
に
対
す
る
混
乱
が
生
じ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
高
齢
を
刑
罰
減
軽
事
由
の
一

つ
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
論
の
蓄
積
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
実
務
の
積
み
重
ね
の
上
で
の
明
文
規
定
の
削
除
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
段
階
を
踏
ま
ず
に
明
文
規
定
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
高
齢
」
と
い
う
事
情
を
量
刑

上
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に
つ
い
て
、
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る(408
)。

し
た
が
っ
て
、
現
在
も
量
刑
段
階
に
お
け
る
「
高
齢
」
と
い
う
事
情
の
判
断
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
見
解
は
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
判
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
高
知
地
裁
平
成
五
年
一
〇
月
一
三

日
判
決(409
)が

あ
る
。
本
案
は
普
段
よ
り
折
り
合
い
の
悪
か
っ
た
次
男
の
妻
を
殺
害
し
た
本
判
決
当
時
九
二
歳
の
被
告
人
に
対
し
て
、
懲
役
三

年
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
も
の
で
あ
る(410
)。

本
判
決
で
は
そ
の
量
刑
理
由
に
お
い
て
、
被
告
人
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
刑
務
所

内
に
お
け
る
処
遇
に
多
少
の
不
安
が
残
る
」
こ
と
を
被
告
人
に
有
利
な
事
情
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、「
高
齢
の
た
め
に
処
遇
上
の
不
安

が
生
じ
た
場
合
は
、
む
し
ろ
刑
の
執
行
停
止
の
方
法
に
よ
り
対
応
す
る
の
が
筋
で
あ
る
」、
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
判
決
で
は
「
高

齢
」
は
量
刑
段
階
に
お
い
て
刑
罰
を
減
軽
さ
せ
る
事
情
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
処
遇
の
局
面
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る(411
)。

そ
の
一
方
で
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
を
量
刑
時
に
考
慮
し
て
い
る
裁
判
官
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
を
、

刑
罰
を
加
重
す
る
方
向
で
考
慮
す
る
の
か
、
減
軽
す
る
方
向
で
考
慮
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

裁
判
官
で
あ
る
米
山
正
明
は
、「
高
齢
」
と
い
う
事
情
は
「
自
覚
し
て
規
範
意
識
を
十
分
持
つ
べ
き
年
齢
で
あ
る
の
に
犯
行
に
走
っ
た
」

と
い
う
点
で
は
責
任
非
難
が
加
重
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
「
保
護
す
べ
き
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
被
告
人
に
有
利
な
情
状
に
な
る
、
と
し
て

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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い
る(412
)。

実
際
、「
高
齢
」
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
執
行
猶
予
が
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
長
野
地
裁
平
成
一
六
年
六
月

七
日
判
決
が
あ
る
。
同
判
決
で
は
、
当
時
七
九
歳
の
男
性
が
乗
用
車
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
間
違
え
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た
節
分
の
豆
ま
き
イ
ベ
ン
ト
に
突
っ
込
み
、
一
一
人
を
死
傷
さ
せ
た
ケ
ー
ス
に
対
し
て
業
務
上
過
失
致
死
傷

の
か
ど
で
禁
錮
一
年
六
月
執
行
猶
予
五
年
の
判
決
を
言
い
渡
し
た(413
)。

こ
の
量
刑
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
裁
判
所
は
「
被
告
人
が
高
齢
で
あ

り
、
被
害
者
と
の
示
談
交
渉
も
成
立
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

近
時
の
量
刑
実
務
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
高
齢
」
と
い
う
因
子
の
位
置
づ
け
の
不
明
確
さ
は
、「
高
齢
」
に
対
す
る
共
通
認
識
の

欠
如
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
「
高
齢
」
を
刑
罰
減
軽
事
由
と
す
る
明
文
規
定
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

「
体
力
減
退
」
が
そ
の
理
由
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
明
治
一
三
年
刑
法
の
一
九
条
、
二
二
条
に
つ
い
て
、
ボ
ワ
ソ

ナ
ー
ド
は
「
年
齢
六
十
ニ
至
サ
レ
ト
モ
受
刑
者
ヲ
シ
テ
其
年
齢
及
ヒ
體
力
ト
ニ
不
相
當
ナ
ル
役
ニ
服
セ
シ
ム
可
カ
ラ
サ
ル
ハ
明
カ
ナ
リ
」

と
し
て
、
六
〇
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
体
力
に
応
じ
て
労
役
の
内
容
を
﹇
行
政
上
の
配
慮
と
し
て
﹈
軽
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
六

〇
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
行
政
上
の
配
慮
と
し
て
は
な
く
、
一
般
法
律
上
の
処
分
と
し
て
「
單
リ
此
ノ
一
事
ノ
ミ
ヲ
以
テ
輕
減

チ
施
ス
」
べ
き
と
し
て
い
る(414
)。

す
な
わ
ち
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
の
み
で
、
必
ず
刑
罰
を
減
軽
す
べ
き
と
し
た
。
そ
の
考
え
の
根
底
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
八
八
五
年
法
に
お
け
る
体
力
が
減
退
し
た
高
齢
受
刑
者
に
流
刑
を
執
行
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
規
定
を
め
ぐ
る
議
論
の

影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
考
え
に
基
づ
く
昭
和
一
三
年
刑
法
一
九
条
お
よ
び
二
二
条
に
つ
い
て
、
ベ
ル

ネ
ル
は
「
日
本
ノ
刑
法
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」（
明
治
一
九
年
、
宮
島
鈴
吉
訳
）
に
お
い
て
、「
凡
ソ
囚
徒
ハ
ミ
ナ
體
力
相
當
ノ
勞
役
ニ
服
セ

シ
ム
ヘ
シ
必
シ
モ
獨
リ
満
六
十
歳
以
上
ノ
老
囚
ニ
ノ
ミ
限
ラ
サ
ル
」
と
し
、「
高
齢
」
で
あ
る
こ
と
を
特
別
に
刑
罰
減
軽
の
因
子
と
位
置

付
け
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
し
た(415
)。

さ
ら
に
、
ベ
ル
ネ
ル
は
減
軽
の
手
法
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
刑
罰
の
内
容
を
変
え
る
、
す
な
わ

ち
労
役
か
ら
自
由
刑
へ
と
緩
和
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
労
役
ヲ
嫌
悪
セ
シ
メ
テ
之
ニ
就
カ
サ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
」
と
、
い
わ
ゆ
る
一
般
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予
防
的
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
労
役
の
分
量
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
体
力
に
応
じ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き

と
し
て
い
る(416
)。

こ
の
よ
う
に
体
力
に
着
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ネ
ル
も
こ
れ
ら
の
規
定
が
高
齢
者
の
体
力
減
退
に
着
目

し
た
規
定
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
賛
同
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
体
力
減
退
以
外
に
も
高
齢
者
へ
の
配
慮
が
同
一
九
条
二
二
条
の
根

底
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
一
三
年
刑
法
一
九
条
二
二
条
は
刑
罰
を
減
軽
す
る
対
象
と
し
て
体
力
が
減
退
し
た
者
を

列
挙
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
体
力
の
減
退
と
い
う
特
性
に
着
目
し
て
懲
役
刑
を
回
避
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
捉
え
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
考
え
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
七
九
一
年
刑
法
典
や
、
一
八
八
五
年
法
の
諸
規
定
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
高
齢
受
刑
者

の
体
力
の
減
退
が
刑
罰
を
減
軽
せ
し
め
る
と
の
見
解
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
対
象
と
さ
れ
た
刑
罰
の
内
容
が

過
酷
で
高
齢
受
刑
者
の
生
命
を
奪
う
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
て
、
罪
刑
法
定
主
義
違
反
に
な
り
う
る
と
の
視
点
か
ら
こ
の
見
解
が

提
起
さ
れ
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
初
期
の
日
本
の
懲
役
刑
と
し
て
は
懲
役
監
外
部
の

工
場
へ
の
出
役
や
河
川
修
理
と
い
っ
た
外
役
と
、
施
設
内
に
お
け
る
傘
や
家
具
の
制
作
と
い
っ
た
内
役
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら

の
懲
役
に
よ
り
高
齢
受
刑
者
が
死
亡
す
る
危
険
性
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
強
制
労
働
や
流
刑
ほ
ど
は
高
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る(417
)。

そ
の
一
方
で
、
新
律
綱
領
に
お
け
る
盗
罪
や
賭
博
罪
等
の
再
犯
に
つ
い
て
特
別
に
刑
罰
減
軽
す
る
と
す
る
規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
刑
事
後
見
法
五
八
-二
条
と
類
似
し
て
い
る
。
再
犯
者
で
あ
っ
て
も
刑
罰
を
減
軽
す
る
点
に
、
刑
事
後
見
法
五
八
-二
条
の
根
拠
と
し
て

主
張
さ
れ
た
「
社
会
に
対
す
る
危
険
の
小
さ
さ
」
に
着
目
す
る
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
近
時
で
は
、「
高
齢
」
で
あ
っ
て
も
帰

住
先
が
な
い
、
無
職
と
い
っ
た
よ
う
に
、
再
犯
の
危
険
を
高
め
る
因
子
が
あ
れ
ば
、
起
訴
さ
れ
や
す
く
、
実
刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
や
す

い
。
さ
ら
に
、
再
犯
者
に
つ
い
て
は
刑
法
二
五
条
に
よ
り
、
実
刑
判
決
を
免
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
明
治
期
の
議
論
に
お
い
て
は
、

「
高
齢
」
と
い
う
因
子
は
そ
れ
だ
け
で
も
刑
罰
を
減
軽
す
る
方
向
へ
作
用
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
新
律
綱
領
に
お
い
て
は
現
在
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の
実
務
と
大
き
く
異
な
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
項

自
由
刑
執
行
段
階
に
お
け
る
高
齢
受
刑
者
へ
の
配
慮

明
治
四
一
年
刑
法
で
は
、「
高
齢
」
と
い
う
因
子
は
刑
法
上
の
減
軽
宥
恕
に
関
す
る
規
定
で
扱
う
の
で
は
な
く
、
刑
罰
執
行
段
階
に
お

い
て
対
応
せ
よ
、
と
の
方
向
転
換
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
刑
罰
執
行
段
階
に
お
け
る
、
明
治
期
以
降
の
明
文
規
定
に
見
出
す
こ

と
の
で
き
る
高
齢
者
へ
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
示
す
。

ま
ず
、
仮
刑
律
と
新
律
綱
領
に
よ
り
、
明
治
期
の
刑
罰
体
系
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
刑
罰
執
行
に
関
す

る
立
法
の
準
備
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
向
け
て
明
治
政
府
は
欧
米
諸
国
に
お
い
て
行
刑
制
度
の
視
察
を
行
い
、
特
に
イ
ギ
リ
ス

法(418
)の

影
響
を
受
け
て
明
治
五
年
に
明
治
五
年
監
獄
則
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
伝
統
的
な
「
仁
愛
懲
戒
」
の
理
念
を
基
礎
と
し
な
が
ら

も
、
欧
米
に
お
け
る
「
処
遇
」
の
理
念
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る(419
)。

同
則
で
は
、
処
遇
上
特
に
配
慮
す
べ
き
受
刑
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
老
人
、
少
年
、
虚
弱
者
、
そ
し
て
病
人
の
刑
務
作
業
に
関
す
る

規
定
が
第
三
条
に
設
け
ら
れ
た
。

第
三
條

老
幼(420
)

老
幼
及
ヒ
天
稟
虚
弱
或
ハ
病
後
ノ
罪
囚
ハ
始
ヨ
リ
輕
鎖
ヲ
着
シ
輕
役
ヲ
執
シ
ム
後
チ
兩
釱
ト
爲
リ
片
釱
ト
爲
リ
及
ヒ
戒
具
を
脱
ス
ル

ノ
限
ハ
常
人
懲
役
法
ノ
例
ノ
如
シ

第
三
条
で
は
、
高
齢
受
刑
者
に
対
し
て
は
刑
務
作
業
を
行
う
上
で
よ
り
軽
い
鎖
が
装
着
さ
れ
、
か
つ
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
も
配
慮
が

な
さ
れ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
高
齢
受
刑
者
に
対
し
て
執
行
さ
れ
る
刑
罰
の
量
を
減
ら
す
性
質
の
規
定
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
初
期
の
諸
刑
律
お
よ
び
監
獄
則
に
お
い
て
は
、
高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
量
刑
段
階
で
拘
禁
的
措
置
を
回
避
す
る
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た
め
の
刑
罰
が
設
け
ら
れ
、
拘
禁
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
刑
罰
の
執
行
段
階
に
お
い
て
さ
ら
に
実
際
に
科
さ
れ
る
刑
罰
の
量
を
減
軽

す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

明
治
一
四
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
を
範
と
し
て
制
定
さ
れ
た
明
治
一
三
年
刑
法
お
よ
び
治
罪
法
に
対
応
し
て
、
新
た
な
監
獄
則
が
制
定
さ

れ
た
。
そ
れ
が
明
治
一
四
年
監
獄
則
で
あ
る
。
こ
の
監
獄
則
の
特
徴
と
し
て
、
監
獄
管
理
体
制
の
改
善
や
処
遇
状
況
の
改
善
が
指
摘
さ
れ

て
い
る(421
)。

同
監
獄
則
に
は
、
明
治
五
年
監
獄
則
三
条
の
よ
う
に
、
高
齢
受
刑
者
に
対
し
て
刑
罰
の
量
を
減
ら
す
規
定
と
、
さ
ら
に
他
の
受

刑
者
よ
り
も
高
齢
受
刑
者
に
お
い
て
は
医
療
的
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
重
視
し
、
そ
れ
へ
対
応
す
る
た
め
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

四
二
條(422
)

定
役
ニ
服
ス
ル
者
ノ
作
業
ハ
刑
名
ニ
因
テ
之
ヲ
斟
酌
シ
毎
囚
一
日
ノ
科
程
ヲ
定
メ
テ
服
役
セ
シ
ム
満
十
二
歳
以
上
十
六
歳
未
満
ノ

者
満
六
十
歳
以
上
ノ
者
及
ヒ
病
後
ノ
疲
労
シ
ャ
若
シ
ク
ハ
身
體
ノ
虚
弱
ニ
因
リ
労
作
ニ
勝
ヘ
サ
ル
者
ハ
體
力
ニ
應
シ
作
業
ノ
科
程
ヲ

宥
恕
ス

本
条
は
高
齢
受
刑
者
へ
の
刑
務
作
業
の
量
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
配
慮
す
べ
き
高
齢
受
刑
者
の
年
齢
を
六
〇
歳
以
上
と
設
定
し
て
い

る
点
か
ら
、
明
治
一
三
年
刑
法
典
一
九
条
な
い
し
二
二
条
に
対
応
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
本
条
文
は
そ
れ
ら

の
規
定
と
同
様
、
高
齢
受
刑
者
の
体
力
の
減
退
に
着
目
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
刑
務
作
業
を
科
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
二
三
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る
と
、
行
刑
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
た
。
特
に
、
新
監
獄
則
に
は

「
日
本
臣
民
ハ
法
律
ニ
依
ル
ニ
非
ス
シ
テ
逮
捕
監
禁
審
問
処
罰
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
す
る
同
二
三
条
の
規
定
が
反
映
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
た(423
)。

同
憲
法
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
範
を
と
っ
て
お
り
、
同
監
獄
則
に
も
ド
イ
ツ
法
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る(424
)。

明
治
二
二
年
監
獄
則
に
は
、
明
治
一
四
年
監
獄
則
四
二
条
に
類
似
し
た
条
文
が
設
け
ら
れ
た
。
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一
七
條定

役
ニ
服
ス
ヘ
キ
囚
人
ノ
作
業
ハ
毎
囚
ノ
體
力
ニ
應
シ
テ
之
ヲ
課
シ
一
日
ノ
科
程
ヲ
定
メ
テ
服
従
セ
シ
ム
ヘ
シ
但
科
程
ノ
標
準
ハ

内
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

こ
の
条
文
に
は
、
高
齢
者
を
示
す
「
老
」
と
い
う
文
言
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
矯
正
協
会
に
よ
る
注
釈
書(425
)は

、
上

記
明
治
一
三
年
刑
法
に
お
け
る
一
九
条
な
い
し
二
二
条
の
規
定
を
受
け
て
、
本
条
文
の
規
定
は
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
受
刑
者
に
関
し
て
も

当
然
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
同
注
釈
書
に
よ
れ
ば(426
)、

こ
れ
ら
の
条
文
で
は
、
刑
務
作
業
の
本
質
を
「
懲
戒
」
と

捉
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
量
の
作
業
が
受
刑
者
に
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
同
書
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
刑
務
作
業
の
量
は

犯
罪
の
軽
重
に
関
わ
ら
ず
、
当
該
受
刑
者
を
「
懲
ら
し
め
る
」
の
に
必
要
な
程
度
の
も
の
が
科
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

個
々
の
受
刑
者
の
体
力
に
応
じ
た
量
の
作
業
が
科
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
理
解
は
、
ま
さ
し
く
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
有

力
に
主
張
さ
れ
た
「
高
齢
者
に
お
い
て
は
体
力
の
減
退
か
ら
刑
罰
が
減
軽
さ
れ
る
」
と
い
う
見
解
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
明
治
二
二
年
監
獄
則
に
は
、
刑
罰
の
量
に
関
す
る
規
定
以
外
に
も
高
齢
受
刑
者
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

高
齢
受
刑
者
の
医
療
的
ニ
ー
ズ
の
高
さ
に
着
目
し
、
そ
れ
へ
の
適
切
な
対
応
を
と
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。

三
十
六
條(427
)

囚
人
懲
治
人
及
刑
事
被
告
人
疾
病
ニ
罹
ル
ト
キ
ハ
病
状
ノ
輕
重
ヲ
料
リ
其
監
房
若
シ
ク
ハ
病
室
ニ
於
テ
醫
療
セ
シ
ム
懲
治
塲
ニ
在

ル
者
ハ
情
状
ニ
由
リ
其
の
親
屬
ニ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

こ
の
条
文
に
お
い
て
も
、「
老
」
と
い
う
言
葉
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
釈
書(428
)に

は
、
病
囚
の
具
体
例
と
し
て
、
妊
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婦
、
産
婦
、
老
人
、
病
後
の
者
、
虚
弱
者
、
目
が
見
え
な
い
者
、
そ
の
他
癈
疾
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
受
刑
者
に
お

い
て
そ
の
体
力
の
低
下
や
医
療
的
ニ
ー
ズ
に
着
目
し
た
対
応
が
規
定
さ
れ
た
。
な
お
、
明
治
一
四
年
監
獄
則
七
五
条
も
、
医
療
的
ニ
ー
ズ

を
有
す
る
受
刑
者
へ
の
治
療
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
釈
に
は
具
体
的
な
対
象
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い(429
)。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
諸
刑
律
お
よ
び
明
治
一
三
年
刑
法
の
も
と
で
は
、
そ
の
特
徴
に
若
干
の
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
、
高
齢
犯
罪
者
・
受
刑
者
に
対
し
て
量
刑
段
階
と
刑
罰
執
行
段
階
の
二
段
階
に
お
い
て
、
彼
ら
の
特
性
を
考
慮
す
る
規
定
を
設
け

て
い
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
高
齢
犯
罪
者
・
受
刑
者
に
対
す
る
「
安
全
」
の
視
点
は
他
の
犯
罪
者
・
受
刑
者
に
対
す
る

そ
れ
よ
り
も
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
二
年
監
獄
則
三
六
条
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
高
齢
受
刑
者
の
特
性
を
医
療

的
ニ
ー
ズ
の
高
さ
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
れ
に
応
じ
た
「
支
援
」
は
「
安
全
」
に
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
明
治
二
二
年
の
監
獄

則
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
影
響
を
受
け
た
明
治
一
三
年
刑
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
ド
イ
ツ
型
行
刑
に
大
き
く
影

響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
同
監
獄
則
改
正
作
業
に
お
い
て
よ
り
色
濃
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
監
獄
法
案
は
、
一

九
〇
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
省
所
轄
監
獄
則
に
範
を
と
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
新
監
獄
法
は
同
じ
く
ド
イ
ツ
刑
法
に
基
礎
を
置
く
新
刑
法
と

と
も
に
、
明
治
四
一
年
一
〇
月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
監
獄
法
に
お
い
て
は
、
監
獄
則
よ
り
も
「
改
善
処
遇
」
の
理
念
が
強
調
さ
れ
た
と

さ
れ
る(430
)。

そ
の
一
方
で
、
高
齢
受
刑
者
へ
の
医
療
的
対
応
に
つ
い
て
は
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

四
〇
条在

監
者
疾
病
に
罹
り
た
る
と
き
は
医
師
を
し
て
治
療
せ
し
め
必
要
あ
る
と
き
は
之
を
病
監
に
収
容
す

四
四
条妊

婦
、
産
婦
、
老
衰
者
及
ひ
不
具
者
は
之
を
病
者
に
準
す
る
こ
と
を
得

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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四
四
条
は
、
明
治
二
二
年
監
獄
則
三
六
条
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
受
刑
者
は
医
療
的
ニ
ー
ズ
が
よ
り

高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
の
理
解
か
ら
、
病
人
と
同
様
の
扱
い
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
病
人
と
同
様

の
扱
い
と
は
、
四
〇
条
が
示
す
通
り
、
医
師
に
よ
る
治
療
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
刑
務
所
内
の
「
病
監
」
に
収
容
さ
れ
る
、
こ
と
を

指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
監
獄
法
四
〇
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
該
受
刑
者
に
対
し
て
医
療
的
対
応
を
確
保
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
確
保
さ

れ
る
べ
き
対
応
は
一
般
市
民
と
同
程
度
の
水
準
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
東
京
地
裁
平
成
一
六
年
一
月
二
二
日
判
決(431
)に

お
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
判
決
は
監
獄
法
四
〇
条
以
下
に
お
い
て
も
、「
一
般
に
国
民
が
社
会
生
活
上
享
受
す
べ
き
水
準
の
、

専
門
的
資
格
の
あ
る
医
師
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
機
会
が
不
当
に
制
限
さ
れ
る
理
由
は
何
ら
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
拘
禁
を
行
な
う

国
及
び
当
該
拘
禁
機
関
の
職
員
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
身
体
を
適
法
に
拘
束
す
る
反
面
に
お
い
て
、
在
監
者
の
診
察
に
万
全
の
意
を
用

い
、
疾
病
を
か
か
え
た
者
に
対
し
て
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
医
療
行
為
を
行
い
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
こ
と
は
、
監
獄
法
四
〇
条(432
)を

ま
つ

ま
で
も
な
く
、
当
然
の
職
責
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
継
受
期
の
刑
事
法
に
お
い
て
は
、
処
遇
段
階
で
「
高
齢
」
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
、
刑
務
所
内
で
医
療
的

対
応
を
実
施
し
た
う
え
で
、
後
に
み
る
よ
う
に
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
受
刑
者
と
医
療
的
・
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
刑
の
執
行
停
止
を
用

い
て
釈
放
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
流
れ
は
現
行
法
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

明
治
四
一
年
に
施
行
さ
れ
た
監
獄
法
は
、
数
度
の
改
正
を
経
て
、
近
時
ま
で
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
七
年
に
成
立
し
た
「
刑
事

施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
」
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
同
法
に
よ
り
、
被
収
容
者
の
「
権
利
・
義
務
」
の
明
確
化
、
受
刑
者

の
改
善
更
生
の
た
め
の
教
育
の
実
施
、
被
収
容
者
に
よ
る
不
服
申
立
て
制
度
の
整
備
、
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
の
設
置
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
平
成
一
八
年
に
は
同
法
に
、
代
用
監
獄
制
度
お
よ
び
未
決
拘
禁
者
、
死
刑
確
定
者
の
処
遇
や
留
置
施
設
・
海
上
保
安
留
置
施
設
に
留
置
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さ
れ
て
い
る
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
題
も
「
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
ら
れ
た
。

同
法
律
に
は
、
刑
務
所
内
に
お
け
る
受
刑
者
の
医
療
的
・
福
祉
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

六
二
条刑

事
施
設
の
長
は
、
被
収
容
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
刑
事
施
設
の
職
員
で
あ
る
医
師

等
（
医
師
又
は
歯
科
医
師
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
よ
る
診
療
（
栄
養
補
給
の
処
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
を
行
い
、
そ
の
他
必

要
な
医
療
上
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
生
命
に
危
険
が
及
び
、
又

は
他
人
に
そ
の
疾
病
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
の
意
思
に
反
し
な
い
場
合
に
限
る
。

一

負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
き
、
又
は
こ
れ
ら
の
疑
い
が
あ
る
と
き
。

二

飲
食
物
を
摂
取
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

2

刑
事
施
設
の
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
傷
病
の
種
類
又
は
程
度
等
に
応
じ
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
刑
事

施
設
の
職
員
で
な
い
医
師
等
に
よ
る
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

刑
事
施
設
の
長
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
診
療
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
被
収
容
者
を
刑
事
施
設
の
外
の
病

院
又
は
診
療
所
に
通
院
さ
せ
、
や
む
を
得
な
い
と
き
は
被
収
容
者
を
刑
事
施
設
の
外
の
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

六
三
条刑

事
施
設
の
長
は
、
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
被
収
容
者
が
、
刑
事
施
設
の
職
員
で
な
い
医
師
等
を
指
名
し
て
、
そ

の
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
傷
病
の
種
類
及
び
程
度
、
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
る
前
に
そ
の
医
師
等
に
よ
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る
診
療
を
受
け
て
い
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
そ
の
被
収
容
者
の
医
療
上
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
刑
事
施
設

内
に
お
い
て
、
自
弁
に
よ
り
そ
の
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

2

刑
事
施
設
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
許
す
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
診
療
を
行
う
医
師
等
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
指
名
医
」
と
い
う
。）
の
診
療
方
法
を
確
認
す
る
た
め
、
又
は
そ
の
後
に
そ
の
被
収
容
者
に
対
し
て
刑
事
施

設
に
お
い
て
診
療
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
刑
事
施
設
の
職
員
を
し
て
そ
の
診
療
に
立
ち
会
わ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
診

療
に
関
し
て
指
名
医
に
質
問
さ
せ
、
又
は
診
療
録
の
写
し
そ
の
他
の
そ
の
診
療
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

指
名
医
は
、
そ
の
診
療
に
際
し
、
刑
事
施
設
の
長
が
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
示
す
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

4

刑
事
施
設
の
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
許
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
指
名
医
が
、
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
刑
事
施
設
の
長
が
行
う
措
置
に
従
わ
な
い
と
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
刑
事
施
設
の
長
が
指
示
す
る
事
項
を
遵
守
し
な

い
と
き
、
そ
の
他
そ
の
診
療
を
継
続
す
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
中
止
し
、
以
後
、
そ
の
指
名
医
の
診
療
を
受

け
る
こ
と
を
許
さ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

六
五
条刑

事
施
設
の
長
は
、
老
人
、
妊
産
婦
、
身
体
虚
弱
者
そ
の
他
の
養
護
を
必
要
と
す
る
被
収
容
者
に
つ
い
て
、
そ
の
養
護
を
必
要
と

す
る
事
情
に
応
じ
、
傷
病
者
の
た
め
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。

処
遇
法
六
二
条
と
六
三
条
は
、
医
療
的
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
す
べ
て
の
被
収
容
者
に
対
す
る
医
療
的
対
応
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
医
療
的
対
応
と
し
て
、
具
体
的
に
は
刑
務
所
内
で
の
医
師
に
よ
る
診
察
、
投
薬
、
治
療
等
の
医
療
上
の
措
置
の
確
保
と
外
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部
の
医
療
施
設
等
へ
の
通
院
お
よ
び
入
院
が
あ
る(433
)。

両
条
文
は
す
べ
て
の
受
刑
者
に
対
し
て
そ
の
医
療
的
対
応
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
の
確
保
を
刑
事
施
設
長
に
義
務
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
が
、
受
刑
者
の
医
療
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
六
三
条
が
当
該
受
刑
者
に
対
し
て
自
身
が
望
む
医
師
に
よ
る
診
療
を
受
け
る
機
会
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
条
文
の
理
解
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
お
け
る
高
齢
受
刑
者
へ
の
医
療
的
対
応
の
確
保
を
妨
げ
う
る
文
言
を

指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
六
二
条
三
項
に
お
け
る
外
部
の
病
院
へ
の
入
院
を
「
や
む
を
得
な
い
と
き
」
に
限
定
す
る
旨
の
規
定
は
同
条

の
趣
旨
に
反
す
る
。
こ
の
文
言
に
つ
い
て
、
外
部
の
医
療
施
設
へ
の
入
院
に
は
、
介
護
に
当
た
る
職
員
の
負
担
や
逃
走
の
危
険
も
増
大
し
、

そ
れ
に
伴
う
経
費
も
多
額
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
外
部
の
医
療
施
設
へ
の
入
院
が
「
最
終
手
段
」
と
さ
れ
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
あ

る(434
)。

す
な
わ
ち
、
こ
の
指
摘
は
「
安
全
」
の
確
保
が
「
支
援
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
受
刑
者
で
あ
っ
て
も
、

一
般
市
民
と
同
様
に
医
療
に
お
い
て
そ
の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
前
出
の
東
京
地
裁
平
成
一
六
年
一
月

二
二
日
判
決
が
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
法
律
の
要
点
と
し
て
、
受
刑
者
の
人
権
保
障
や
医
療
的
措
置
の
実
施
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る(435
)点

に
も
、
こ
の
「
や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
文
言
は
矛
盾
す
る
。

し
た
が
っ
て
、「
や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
文
言
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
現
行
の
条
文
の
も
と
で
も
当
該
受
刑
者
の
病
状
に
照

ら
し
て
、
本
人
の
尊
厳
や
医
療
を
受
け
る
権
利
の
尊
重
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
外
部
へ
の
入
院
が
認
め
ら
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
受
刑
者
に
お
け
る
一
市
民
と
し
て
の
尊
厳
や
医
療
を
受
け
る
権
利
の
尊
重
を
確
保
す
る
た
め
の
対
応
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
刑
事
施
設
内
に
お
け
る
医
療
部
門
を
刑
事
施
設
か
ら
分
離
し
、
厚
生
労
働
省
の
管
轄
下
に
置
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る(436
)。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
導
入
の
是
非
に
関
す
る
検
討
は
本
稿
で
は
避
け
、
六
二
条
の
問
題
点
と
そ

れ
に
対
し
て
考
え
ら
れ
う
る
解
決
策
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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さ
ら
に
、
六
三
条
の
指
名
医
に
よ
る
医
療
的
措
置
に
か
か
る
費
用
は
自
弁
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、
議
論
の
必
要
が
あ

ろ
う
。
指
名
医
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
受
刑
者
自
身
が
望
む
医
師
や
治
療
を
受
け
る
権
利
の
保
障
お
よ
び
、
よ
り
適
切
な
治
療
の

実
施
の
確
保
と
い
う
点
で
好
ま
し
い
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
で
は
指
定
医
に
よ
る
医
療
的
措
置
を
受
け
る
に
は
自
弁
で
対

応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
弁
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
受
刑
者
は
よ
り
専
門
的
知
識
や
技
術
を
有

す
る
医
師
、
あ
る
い
は
刑
務
所
拘
禁
前
の
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
こ
と
、
あ
る
い
は
自
分
が
望
む
治
療
方
法
で
の

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
実
質
上
同
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
市
民
と
同
様
の
「
医
療
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
」
を
受
刑
者
に
も
保
障

す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
医
療
扶
助
の
範
囲
内
で
認
め
ら
れ
う
る
医
療
に
つ
い
て
は
確
保
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

つ
い
で
、
処
遇
法
六
五
条
は
高
齢
受
刑
者
に
対
す
る
養
護
的
措
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
同
条
は
前
述
の
監
獄
法
四
四
条
を
受
け

て
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
傷
病
者
の
た
め
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
」
と
し
て
は
、
健
康
状
態
の
診
察
、
衰
弱
状
態
に

あ
る
者
へ
の
栄
養
補
給
、
病
室
へ
の
収
容
、
安
静
に
さ
せ
る
こ
と
、
特
別
の
衣
類
、
寝
具
、
日
用
品
そ
の
他
の
物
品
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
、

身
体
の
状
態
に
適
し
た
食
事
を
支
給
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る(437
)。

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
く
わ
え
て
、
刑
務
官
や
他
の
受
刑

者
に
よ
っ
て
食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
等
へ
の
介
護
や
介
助
も
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
養
護
工
場
へ
の
配
置
、
尾
道
刑
務
所
や
島
根
あ

さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
な
さ
れ
た
居
室
へ
の
収
容
と
い
っ
た
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
齢
受
刑
者
に
対
す
る
刑
罰
の
内
容
の
緩
和
や
処
遇
上
の
配
慮
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
大
正

一
一
年
刑
事
訴
訟
法
に
よ
り
、
高
齢
受
刑
者
も
そ
の
対
象
と
し
た
、
自
由
刑
の
執
行
停
止
の
規
定
が
五
四
六
条
に
設
け
ら
れ
た
。

第
五
百
四
十
六
条

懲
役
、
禁
錮
又
ハ
拘
留
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
付
左
ニ
掲
ク
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
刑
ノ
言
渡
ヲ
為
シ
タ
ル
裁
判
所
ノ
検
察
官
又
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ハ
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
現
在
地
ヲ
管
轄
ス
ル
地
方
裁
判
所
ノ
検
察
官
ノ
指
揮
ニ
因
リ
刑
ノ
執
行
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一

刑
ノ
執
行
ニ
因
リ
著
シ
ク
健
康
ヲ
害
ス
ル
ト
キ
又
ハ
生
命
ヲ
保
ツ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
虞
ア
ル
ト
キ

二

七
十
歳
以
上
ナ
ル
ト
キ

三

受
胎
後
百
五
十
日
以
上
ナ
ル
ト
キ

四

分
娩
後
六
十
日
ヲ
経
過
セ
サ
ル
ト
キ

五

刑
ノ
執
行
ニ
因
リ
回
復
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
不
利
益
ヲ
生
ス
ル
虞
ア
ル
ト
キ

六

祖
父
母
又
ハ
父
母
七
十
歳
以
上
又
ハ
廃
篤
疾
ニ
シ
テ
侍
養
ノ
子
孫
ナ
キ
ト
キ

七

其
ノ
他
重
大
ナ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ

二
号
は
ま
さ
に
、
高
齢
受
刑
者
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
号
の
規
定
も
高
齢
受
刑
者
へ
適
用
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
適
切
か
つ
十
分
な
福
祉
的
対
応
の
欠
如
が
病
気
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
、
要
介
護
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
か
ら
、
一
号
に
は
医
療
的
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
受
刑
者
に
く
わ
え
て
、
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
受
刑
者
も
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

医
療
的
・
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
七
〇
歳
未
満
の
高
齢
受
刑
者
に
対
し
て
は
一
号
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
七
〇
歳
以
上
の
高

齢
受
刑
者
に
対
し
て
は
一
号
と
二
号
の
両
方
が
適
用
さ
れ
う
る
。

本
条
一
号
の
規
定
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
治
療
を
理
由
と
し
た
刑
の
執
行
停
止
措
置
に
近
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
条
が
い
う
刑
の
執

行
停
止
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
れ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
が
受
刑
者
本
人
の
権
利
に
基
づ
き
自
身

の
申
請
に
基
づ
い
て
手
続
き
が
開
始
さ
れ
る
の
に
対
し
、
こ
の
制
度
で
は
検
察
官
の
指
揮
に
基
づ
い
て
措
置
が
決
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

自
由
刑
の
執
行
停
止
に
関
す
る
規
定
は
、
戦
後
、
英
米
法
の
色
彩
を
色
濃
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
現
行
刑
事
訴
訟
法
四
八
二
条
に
引

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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き
継
が
れ
た
。
現
行
法
に
お
い
て
も
、
七
〇
歳
以
上
の
受
刑
者
に
関
す
る
規
定
の
趣
旨
は
、「
老
年
者
は
一
般
に
心
身
が
衰
弱
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
老
衰
者
を
保
護
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(438
)。

さ
ら
に
、
前
に
み
た
よ
う
に
、
医
療
的
・
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
有

す
る
高
齢
受
刑
者
に
お
い
て
は
一
号
「
刑
の
執
行
に
よ
つ
て
、
著
し
く
健
康
を
害
す
る
と
き
、
又
は
生
命
を
保
つ
こ
と
の
で
き
な
い
虞
が

あ
る
と
き
」
と
い
う
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
言
も
や
は
り
「
心
身
の
衰
弱
」
が
本
質
的
な
執
行
停

止
の
理
由
と
な
っ
て
い
る(439
)。

こ
の
執
行
停
止
に
あ
た
っ
て
の
「
重
大
な
事
由
」
の
認
定
は
、
執
行
中
ま
た
は
執
行
着
手
前
に
お
い
て
、
検
察
官
の
職
権
、
刑
事
施
設

所
長
か
ら
の
申
請
、
も
し
く
は
刑
確
定
者
ま
た
は
そ
の
関
係
人
か
ら
の
上
申
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る(440
)。

審
査
の
結
果
、「
重
大
な
事
由
」
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
検
察
官
は
刑
の
執
行
停
止
書
を
作
成
し
、
合
わ
せ
て
、
釈
放
指
揮
書
に
よ
り
刑
事
施
設
長
に
対
し
て
釈
放
を

指
揮
す
る
。
刑
事
施
設
長
は
、
こ
の
指
揮
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
一
〇
時
間
以
内
に
釈
放
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
釈
放
さ
れ
る
際
に
は
、

執
行
事
務
規
定
三
一
条
一
項
に
よ
り
、
対
象
者
の
帰
住
先
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
そ
の
旨
が
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意

味
で
、
対
象
者
に
対
し
て
は
警
察
の
監
視
の
目
が
及
び
う
る
。
さ
ら
に
、
対
象
者
が
望
む
場
合
に
は
、
更
生
保
護
法
八
八
条
に
基
づ
い
て
、

「
適
当
と
認
め
る
指
導
監
督(441
)、

補
導
援
護
並
び
に
応
急
の
救
護
及
び
そ
の
援
護
の
措
置
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
対

象
者
の
住
居
地
も
し
く
は
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
護
観
察
所
に
よ
り
、
保
護
観
察
に
準
じ
た
補
導
援
護
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
重
大
な
事
由
」
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
取
り
消
さ
れ
て
、
残
刑
の
執
行
を
す
べ
き
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
法
務
省
令
の
執
行
事
務
規
定
三
一
条
六
項
に
よ
れ
ば
、
対
象
者
に
お
い
て
こ
の
「
重
大
な
事
由
」
が
な
お
存
す
る
か
否
か
つ
い
て
、

検
察
官
は
釈
放
後
も
引
き
続
き
調
査
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い(442
)。

そ
の
一
方
で
高
齢
受
刑
者
の
場
合
、
同
条
二
項
に
よ
れ
ば
「
七
〇
歳
以

上
」
と
い
う
年
齢
に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
執
行
停
止
の
理
由
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
刑

の
執
行
停
止
は
、「
心
身
の
衰
弱
」
が
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
刑
罰
の
対
象
で
は
な
く
も
っ
ぱ
ら
医
療
的
・
福
祉
的
サ
ー
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ビ
ス
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
款

近
時
の
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
拘
禁
的
措
置

近
時
、
高
齢
犯
罪
者
の
多
く
が
生
活
困
窮
状
態
ゆ
え
に
犯
罪
を
す
る
に
至
り
、
刑
事
司
法
の
手
中
に
お
か
れ
た
者
で
あ
る
。
彼
ら
が
抱

え
る
生
活
困
窮
状
況
は
再
犯
の
お
そ
れ
を
高
め
る
因
子
と
み
な
さ
れ
て
い
る(443
)。

諸
調
査
の
結
果
に
は
生
活
困
窮
か
ら
軽
微
な
犯
罪
を
繰
返

し
て
い
る
高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
は
拘
禁
的
措
置
の
積
極
的
適
用
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る(444
)。

第
一
項

統
計
か
ら
み
る
高
齢
犯
罪
者
へ
の
厳
し
い
対
応

近
年
の
日
本
に
お
け
る
高
齢
受
刑
者
の
増
加
は
、
犯
罪
を
行
い
刑
事
司
法
に
お
か
れ
る
高
齢
者
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
れ
ば
、
高
齢
新
入
者
の
中
で
も
窃
盗
に
つ
き
有
罪
宣
告
を
受
け
た
も
の
が
増
加
し
て
い
る
。

当
該
犯
罪
そ
の
も
の
は
軽
微
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
累
犯
の
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
に
拘
禁
さ
れ
る
者
が
多
い
。
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
高
齢
受
刑
者
数
に
お
い
て
増
加
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
増
加
し
て
い
る
高
齢
受
刑
者
像
は

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

高
齢
起
訴
人
員
の
増
加

高
齢
受
刑
者
増
加
現
象
を
み
る
前
提
と
し
て
高
齢
起
訴
人
員
の
推
移
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
比
較
す
る
た
め
に
は
裁
判
段

階
の
統
計
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
裁
判
段
階
の
年
齢
別
統
計
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
刑
事
司

法
に
お
か
れ
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
こ
こ
で
は
公
判
の
対
象
と
な
る
高
齢
者
の
動
向
を
検
討
対
象
と
し
た
。

グ
ラ
フ
二
-
一
は
高
齢
起
訴
人
員
数
と
起
訴
人
員
総
数
に
占
め
る
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
被
告
人
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

裁
判
段
階
で
の
年
齢
別
統
計
値
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
起
訴
さ
れ
た
者
の
う
ち
有
罪
宣
告
を
受
け
る
者
が
ど
の

程
度
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
高
齢
犯
罪
者
を
特
集
し
た
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白

書
に
は
平
成
一
九
年
の
地
裁
に
お
け
る
年
齢
層
別
有
罪
宣
告
件

数
に
関
す
る
統
計
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
有
罪
宣
告
件
数
は
三
、七
三

二
件
で
あ
る
。
上
記
グ
ラ
フ
二
-
一
に
よ
れ
ば
、
同
年
に
起
訴

さ
れ
た
六
五
歳
以
上
の
高
齢
被
告
人
は
四
、〇
一
七
人
で
あ
る
。

た
だ
し
、
平
成
一
九
年
に
起
訴
さ
れ
た
者
が
平
成
一
九
年
に
有

罪
宣
告
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
ら

二
つ
の
数
値
か
ら
た
だ
ち
に
有
罪
宣
告
率
を
算
出
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

同
統
計
値
に
よ
れ
ば
、
有
罪
宣
告
を
受
け
た
高
齢
有
罪
者
の

う
ち
、
有
期
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
の
は
三
、六
四
八
人
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
五
七
･八
％
に
執
行
猶
予
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
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グラフ 2 - 1 高齢起訴人員の推移445)
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な
わ
ち
、
平
成
一
九
年
に
有
罪
宣
告
を
受
け
た
高
齢
者
の
四

一
･三
％
に
実
刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
統
計

値
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
一
審
に
お
け
る
高
齢
有
罪
人
員
の
少

な
く
と
も
四
一
･三
％
に
対
し
て
実
刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
数
値
と
は
大
き
く
異
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
高
齢
有
罪
宣
告
人
員
の
う
ち
実
際
に
拘
禁
的
措

置
に
付
さ
れ
る
の
は
、
多
く
と
も
一
五
％
弱
で
あ
る(446
)。

す
な
わ

ち
、
日
本
で
は
高
齢
有
罪
宣
告
人
員
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
よ

り
も
積
極
的
に
拘
禁
的
措
置
が
用
い
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
傾
向
は
、
高
齢
有
罪
宣
告
人
員
に
対
し
て
言
い
渡

さ
れ
る
刑
期
に
関
す
る
統
計
値
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

高
齢
受
刑
者
数
の
増
加

高
齢
犯
罪
者
が
増
加
し
、
彼
ら
に
対
し
て
積
極
的
に
拘
禁
的

措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
結
果
、
高
齢
新
受
刑
者
数
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。

実
際
に
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
高
齢
受
刑
者
の
動
向
を
み
る
。

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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グラフ 2 - 2 年齢別新受刑者数の推移（2006年から2013年)447)
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グ
ラ
フ
二
-
二
は
高
齢
新
受
刑
人
員
の
推
移
に
つ
い
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
六
五
歳
以
上
六
九
歳
以
下

と
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
新
受
刑
者
数
は
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
新
受
刑
人
員
総
数
に
占
め
る
高
齢
新
受
刑
人
員
の

割
合
を
示
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
二
〇
〇
八
年
以
降

徐
々
に
そ
の
伸
び
幅
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
新
受
刑
者
が
増
加
し
た
結
果
、
年
末
在
所
人
員
総
数
に
占

め
る
高
齢
受
刑
者
の
割
合
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
示
し

た
の
が
グ
ラ
フ
二
-
三
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
二
〇

〇
二
年
以
降
二
〇
〇
九
年
ま
で
全
受
刑
者
数
に
占
め
る
高
齢
受
刑

者
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
近
時
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
全
受
刑
者
の
約
二
〇
％
が
六

〇
歳
以
上
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
約
三
･五

％
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

「
受
刑
者
の
高
齢
化
」
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
日
本
の
方

が
顕
著
で
あ
り
、
高
齢
受
刑
者
処
遇
制
度
の
早
急
な
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
高
齢
受
刑
人
員
の
具
体
的
な
数
値
に
着
目
す
る

論 説
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グラフ 2 - 3 年齢別年末在所人員の推移（2002年から2011年)449)
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と
、
二
〇
〇
二
年
に
は
六
〇
歳
以
上
六
九
歳
以
下
が
四
、八
三
一
人
、
七
〇
歳
以
上
が
一
、〇
三
九
人
で
あ
っ
た
の
は
、
二
〇
一
一
年
に
は

そ
れ
ぞ
れ
、
七
、五
四
八
人
、
二
、五
二
四
人
に
増
加
し
て
い
る
。
次
に
二
〇
歳
以
上
の
年
末
在
所
人
員
総
数
に
占
め
る
高
齢
受
刑
者
の
割

合
の
推
移
に
着
目
す
る
。
六
〇
歳
以
上
六
九
歳
以
下
お
よ
び
七
〇
歳
以
上
の
割
合
が
共
に
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
一
年
に

お
い
て
、
全
受
刑
者
の
約
六
人
に
一
人
（
一
六
％
）
が
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
。
こ
の
現
象
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
新
受

刑
者
数
が
増
加
し
た
た
め
」
と
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る(448
)。

そ
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
は
、
高
齢
在
所
人
員
は
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
八
年
以
降
の
動
向
に
着
目
す

る
と
、
六
〇
歳
か
ら
六
九
歳
に
お
い
て
は
高
齢
在
所
人
員
が
減
少
し
て
お
り
、
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
在
所
人
員
に
つ
い
て
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
増
加
の
伸
び
幅
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
分
析
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
が
以
下
の
影
響
が
あ
る
と

思
わ
れ
る(450
)。

す
な
わ
ち
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
機
関
と
刑
務
所
や
保
護
観
察
所
と
い
っ
た
刑
事
司
法
機

関
の
連
携
に
よ
る
環
境
調
整
の
成
果
で
あ
る
。
地
域
生
活
定
着
促
進
事
業
は
、
帰
住
先
も
、
就
労
先
も
な
い
ま
ま
満
期
釈
放
を
迎
え
て
釈

放
さ
れ
る
予
定
の
高
齢
受
刑
者
や
障
が
い
を
有
す
る
受
刑
者
に
対
す
る
環
境
調
整
を
行
う
べ
く
平
成
二
一
年
度
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
こ
で

の
支
援
に
よ
り
、
出
所
後
の
居
住
先
や
適
切
な
医
療
的
・
福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
的
参
入
が
実
現
さ
れ
た
対

象
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
そ
こ
で
社
会
的
参
入
が
実
現
さ
れ
た
た
め
に
、
衣
食
住
を
求
め
て
「
刑
務
所
に
入
る
た
め
に
」
犯
罪
を
し
な

く
と
も
良
い
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
福
祉
的
支
援
の
取
組
み
の
結
果
が
徐
々
に
表
れ
た
結
果
、
二
〇
〇
九
年
以
降
、
在
所
人
員
総
数
に
占
め
る
高
齢
在
所
人
員

の
割
合
が
少
な
く
と
も
増
加
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
福
祉
的
支
援

の
充
実
化
と
高
齢
受
刑
人
員
の
減
少
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
在
所
人
員
総
数
に
占
め
る
高
齢
在
所
人
員
の
割

合
が
二
〇
〇
八
年
以
降
横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
齢
新
受
刑
者
が
な
お
増
加
し
て
い
る
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
福
祉
的

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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支
援
の
網
に
漏
れ
た
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
て
も
な
お
社
会
的
参
入
が
実
現
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
犯
罪
を
行
う
と
い
っ
た

現
状
は
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の

よ
う
に
し
て
犯
罪
を
行
っ
た
高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
は

な
お
、
拘
禁
的
措
置
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

窃
盗
に
対
す
る
拘
禁
的
措
置
の
選
択
の
多
さ

高
齢
有
罪
宣
告
人
員
に
お
い
て
、
拘
禁
的
措
置
が
積

極
的
に
用
い
ら
れ
る
要
因
は
、
ま
ず
そ
の
犯
罪
類
型
に

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
グ
ラ
フ
二
-
四
は
二
〇
一
〇

年
の
高
齢
新
受
刑
者
に
お
け
る
犯
罪
類
型
の
構
成
に
つ

い
て
示
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
男
子
は

圧
倒
的
に
窃
盗
が
多
く
、
そ
の
後
は
詐
欺
、
横
領
と
続

く
。
女
子
は
ほ
と
ん
ど
が
窃
盗
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
特
に
非
侵
入
盗

―
―
特
に
万
引
き
―
―
が
多
く
、
横
領
は
自
転
車
盗
、

詐
欺
は
、
無
銭
飲
食
が
多
い(451
)と

指
摘
さ
れ
て
い
る(452
)。

論 説
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実
際
、
グ
ラ
フ
二
-
四
に
よ
れ
ば
、
高
齢
新
受
刑
者
に
お
い
て
は
窃
盗
が
著
し
く
多
い
。
す
な
わ
ち
、
新
受
刑
者
総
数
に
お
い
て
、
窃

盗
は
約
半
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
五
歳
以
上
の
男
子
に
お
い
て
は
約
六
〇
％
、
七
〇
歳
以
上
の
男
子
に
な
る
と
約
七
五
％
が
窃

盗
で
あ
る
。
女
子
に
お
い
て
は
よ
り
顕
著
に
こ
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
六
五
歳
以
上
女
子
に
お
い
て
は
約
八
五
％
が
、
七

〇
歳
以
上
女
子
に
お
い
て
は
約
九
〇
％
が
窃
盗
に
つ
き
自
由
刑
に
付
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
常
習
累
犯
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
二
-
四
に
お
け
る
「
窃
盗
」
で
は
な
く
、「
盗
品
等
関
係
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
、

常
習
累
犯
窃
盗
は
高
齢
有
罪
宣
告
人
員
に
お
い
て
量
刑
を
重
く
す
る
一
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年

の
六
五
歳
以
上
の
高
齢
新
受
刑
者
に
お
い
て
一
人
し
か
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
盗
品
等
ノ
防
止
及
処
分
ニ
関
ス
ル
法
律
三
条
で
は
常
習

累
犯
窃
盗
は
一
〇
年
以
内
に
三
回
以
上
六
月
以
上
の
懲
役
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
窃
盗
に
つ
き
多
数
回
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の
多
く
は
常
習
累
犯
窃
盗
で
は
な
く
む
し
ろ
、
窃
盗
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
刑
法
五
七
条
の
再
犯
加
重
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
中
で
も
、
同
法
二
条(453
)に

よ
り
、

常
習
累
犯
窃
盗
と
し
て
よ
り
重
い
刑
罰
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る(454
)。

そ
の
他
の
犯
罪
の
特
徴
と
し
て
、
殺
人
お
よ
び
傷
害
に
つ
い
て
は
以
下
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
殺
人
に
お
い
て
は
親

族
殺
の
比
率
が
非
高
齢
者
よ
り
も
や
や
高
く
、
犯
罪
性
の
進
ん
で
い
る
者
は
少
な
い
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(456
)。

傷
害
に
お
い
て
は
、
非
高

齢
者
と
比
較
す
る
と
近
所
の
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
か
ら
犯
行
に
言
っ
た
他
者
が
目
立
つ
と
言
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(457
)。

特
別
刑
法
犯

と
し
て
、
非
高
齢
者
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
覚
せ
い
剤
事
犯
も
少
な
く
は
な
い
。
矯
正
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
の
新
受

刑
者
の
う
ち
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
に
よ
る
者
は
、
全
体
で
は
二
六
･三
二
％
（
五
、九
九
〇
人
）、
六
〇
歳
以
上
で
は
九
･六
二
％
（
二
〇

二
人
）
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
、
統
計
上
、
高
齢
者
が
有
罪
宣
告
を
受
け
る
犯
罪
類
型
に
は
比
較
的
軽
微
な
も
の
が
多
い
。
近
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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高
齢
有
罪
宣
告
人
員
に
軽
微
な
盗
罪
が
少
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な

犯
罪
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
拘
禁
的
措
置
は
回
避
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
に
は
、
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
の
よ

う
に
軽
微
な
犯
罪
を
行
っ
た
高
齢
犯
罪
者
へ
の
非
拘
禁
的
措
置
の
積
極

的
適
用
へ
の
合
意
が
な
い
と
い
え
る
。

高
齢
累
犯
者
の
多
さ

高
齢
犯
罪
者
に
対
し
て
拘
禁
的
措
置
が
言
い
渡
さ
れ
る
も
う
ひ
と
つ

の
要
因
と
し
て
、
累
犯
が
多
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
高
齢

受
刑
人
員
に
お
け
る
初
犯
・
累
犯
状
況
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。
こ
の

点
に
つ
き
、
二
〇
一
一
年
度
の
新
受
刑
者
に
お
け
る
初
犯
者
と
累
犯
者

の
割
合
を
年
齢
別
に
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
二
-
五
で
あ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
女
子
に
お
い
て
は
、
二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
、

お
よ
び
二
五
歳
か
ら
二
九
歳
に
つ
い
て
は
初
犯
者
の
方
が
顕
著
に
多
い

と
い
う
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
三
〇
歳
以
降
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
五
五
歳
以
上

に
お
い
て
は
初
犯
者
と
再
犯
者
の
実
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
そ
の
差
は
一
〇
人
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
男
子
に
お
い
て

論 説
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は
初
犯
と
累
犯
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
と
ほ
ぼ
反
比
例
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
犯
者
の
割
合
は
二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
に
お
い
て
最

も
大
き
な
値
を
示
し
、
そ
れ
が
年
齢
を
経
る
ご
と
に
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
累
犯
者
に
つ
い
て
は
年
齢
を
経
る
ご
と
に
上
昇
し
、

七
〇
歳
以
上
で
最
も
大
き
な
値
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
男
子
の
傾
向
に
つ
い
て
、
二
〇
一
三
年
度
の
矯
正
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
六
五
歳
以
上
六
九
歳
以
下
お
よ
び
七
〇
歳
以
上
の
年
齢

区
分
に
お
い
て
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
一
〇
度
以
上
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
男
子
高
齢
受
刑
者
に
お
い
て
は
多
数
回
累
犯
者
が
多
い
と

い
う
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
受
刑
者
に
お
け
る
年
齢
別
の
累
犯
に
関
す
る
統
計

値
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
高
齢
犯
罪
者
に
お
け
る
累
犯
の
状
況
に
つ
い
て
は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
受
刑
者
の
特
徴
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
日
本
の
よ
う
な
問
題
状
況
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は

生
じ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
性
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
累
犯
率
が
低
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
公
訴
時
効
改
正

に
よ
り
有
罪
宣
告
件
数
が
増
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
い
間
「
性
犯
罪
」
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
長
期
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
長
期
間
拘
禁
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
数
回
入
所
は
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
り
長
い
刑
期
が
言
い
渡
さ
れ
る
高
齢
受
刑
者

日
本
で
は
当
該
犯
罪
自
体
は
軽
微
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
累
犯
で
あ
る
が
た
め
に
拘
禁
的
措
置
が
積
極
的
に
適
用
さ
れ

て
い
る
。
く
わ
え
て
、
そ
の
刑
期
も
長
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
二
-
六
で
あ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
男
子
総
数
と
女
子
総
数
の
山
の
頂
点
と
高
齢
受
刑
者
の
そ
れ
と
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
男
子
総
数
お
よ
び
女
子
総
数
に
お
い
て
、
最
も
多
い
の
は
懲
役
一
年
以
下
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
六
〇
歳
以
上
の
男
女

に
お
い
て
最
も
多
い
の
は
懲
役
二
年
以
下
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
懲
役
二
年
以
下
以
降
は
急
激
に
そ
の
割
合
が
減

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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少
す
る
の
に
対
し
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
懲
役
三
年
以
下
お
よ
び

五
年
以
下
に
付
さ
れ
る
者
の
割
合
も
多
い
。
つ
ま
り
、
高
齢
受
刑

者
に
お
い
て
は
よ
り
長
い
刑
期
に
付
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
点
か
ら
た
だ
ち
に
高
齢
受
刑
者
に
対
し
て
は
よ
り
厳

罰
的
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
と
の
結
論
を
導
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
グ
ラ
フ
に
現
れ
て
い
る
現
象
の
背
景
に
は
、

高
齢
受
刑
者
に
お
い
て
は
、
他
の
受
刑
者
よ
り
も
多
数
回
累
犯
者

が
多
い
と
い
う
点
や
、
短
期
刑
が
言
い
渡
さ
れ
や
す
い
よ
り
軽
微

な
犯
罪
に
つ
い
て
は
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
運
用
の
可
能

性
が
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
高
齢
新
受
刑
者
に

対
し
て
言
い
渡
さ
れ
る
自
由
刑
の
刑
期
は
他
の
年
齢
層
よ
り
も
長

い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

日
本
の
高
齢
受
刑
者
に
対
す
る
刑
期
の
長
さ
を
示
す
た
め
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
受
刑
に
対
す
る
禁
錮
刑
の
長
さ
を
比
較
し
て
み

る
。
上
記
グ
ラ
フ
二
-
六
と
フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
受
刑
者
の
禁
錮
刑

の
長
さ
﹇
グ
ラ
フ
一
-
一
六
﹈
を
比
較
す
る
と
、
日
本
の
方
が
や

や
長
い
刑
期
に
付
さ
れ
る
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
軽
罪
禁
錮
刑
の
刑
期
に
つ
い
て
、
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そ
の
約
九
〇
％
に
対
し
て
三
年
以
下
の
刑
罰
を
宣
告
さ
れ
て
い
る
。
最
も
多
い
の
が
三
月
以
上
六
月
未
満
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
刑
期
に
関

す
る
統
計
値
の
み
を
比
較
す
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
量
刑
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
第
一
部
第
一
編
第
二
章

で
示
し
た
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
有
罪
宣
告
者
に
お
い
て
は
、
盗
罪
は
少
な
く
、
傷
害
や
性
犯
罪
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
点
に
か
ん

が
み
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
齢
有
罪
宣
告
者
に
は
日
本
よ
り
も
、
重
大
な
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
方
が
高
齢
有

罪
宣
告
者
に
対
し
て
自
由
刑
を
言
い
渡
す
比
率
が
高
く
、
さ
ら
に
そ
の
刑
期
も
長
い
。

さ
ら
に
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
刑
罰
制
度
の
違
い
か
ら
も
、
日
本
に
お
い
て
高
齢
受
刑
者
に
対
し
て
実
際
に
付
さ
れ
る
刑
罰
が
実
質
的

に
「
厳
し
い
」
も
の
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
軽
罪
拘
禁
刑
の
場
合
、
何
ら
か
の
義
務
に
従
事

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
義
務
が
被
拘
禁
者
に
課
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
懲
役
刑
に
お
け
る
刑
務
作
業
に
従
事
す
る
義
務
と
は
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
軽
罪
拘
禁
刑
に
お
け
る
受
刑
者
の
「
義
務
」
と
は
、
SPIPか
ら
提
示
さ
れ
た
複
数
の
活
動
―
―
依
存
症
に
対
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
労
働
、
文
化
活
動(460
)等

が
あ
る
―
―
の
う
ち
、
被
拘
禁
者
が
自
ら
選
択
し
、
そ
の
活
動
に
従
事
す
る
義
務
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

日
本
で
は
懲
役
刑
を
宣
告
さ
れ
た
以
上
、
高
齢
受
刑
者
で
あ
っ
て
も
原
則
、
刑
務
作
業
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
よ
り
簡
単
な
作

業
の
割
当
て
や
作
業
時
間
の
短
縮
と
い
っ
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
第
二
章
第
二
節
で
示
す
通
り
、
こ
の
「
配

慮
」
は
実
質
的
に
高
齢
受
刑
者
の
仮
釈
放
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
刑
務
所
で
は
、
免
業
日
以
外
は
毎
日
八
時
間

作
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
実
質
的
に
刑
法
二
八
条
の
「
改
悛
の
情
」
の
現
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(394
)
原
田
前
掲
九
頁
、
米
山
前
掲
一
五
頁
。

(395
)
養
老
律
に
は
二
つ
の
特
色
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
﹇
重
松
一
義
『
日
本
刑
罰
史
年
表

増
補
改
訂
版
』（
二
〇
〇
七
）
一
五
頁
―
一
六
頁
﹈。

ひ
と
つ
は
「
律
令
的
罪
刑
法
定
主
義
」
で
あ
る
﹇
牧
英
正
・
藤
原
明
久
編
『
日
本
法
制
史
』（
一
九
九
三
）
八
〇
頁
﹈。
す
な
わ
ち
、
断
獄
律
お
よ

び
獄
令
に
お
い
て
犯
罪
を
処
断
す
る
に
は
律
令
格
式
の
条
文
を
根
拠
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
概
念
は
、
律
令
的
罪
刑
法
定
主
義
は
「
唯

一
人
自
由
な
裁
量
権
を
有
す
る
君
主
が
、
官
吏
の
恣
意
を
制
限
し
、
君
主
の
意
向
に
そ
っ
て
法
を
画
一
的
に
運
用
す
る
た
め
に
」
導
入
さ
れ
た
と

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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さ
れ
て
い
る
﹇
同
八
〇
頁
﹈。
も
う
ひ
と
つ
は
寛
刑
化
で
あ
る
﹇
重
松
前
掲
一
六
頁
﹈。
具
体
的
に
は
、
刑
罰
の
免
除
お
よ
び
減
軽
に
つ
い
て
、
①

官
人
や
そ
の
親
族
等
に
対
す
る
減
軽
、
②
高
齢
者
と
幼
年
者
に
対
す
る
刑
罰
の
減
免
、
③
自
首
に
と
も
な
う
刑
の
減
免
、
④
恩
赦
に
よ
る
刑

の
減
免
と
い
っ
た
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

(396
)
牧
英
正
・
藤
原
明
久
編
『
日
本
法
制
史
』（
一
九
九
三
）
八
七
頁
。

(397
)
同
。

(398
)
こ
れ
ら
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
責
任
能
力
と
関
連
付
け
た
見
解
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
獄
令
三
九

に
つ
い
て
一
六
歳
以
下
を
少
年
と
し
、
八
歳
以
上
一
六
歳
未
満
を
限
定
責
任
能
力
者
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
﹇
重
松
前
掲
一
六

頁
﹈。
こ
の
点
、
滝
本
シ
ゲ
子
「
刑
事
司
法
精
神
鑑
定
の
研
究
」（
二
〇
一
〇
）
http://w
w
w
.osipp.osaka-u.ac.jp/archives/D
P/2010/

D
P2010J003.pdf、
八
頁
は
、
養
老
律
令
の
障
が
い
者
に
関
す
る
刑
罰
減
軽
規
定
を
限
定
責
任
能
力
に
由
来
す
る
も
の
、
と
分
析
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
き
、『
令
義
解
』
巻
二

戸
令
第
八
に
お
い
て
、
養
老
律
令
獄
令
三
九
に
あ
る
「
癈
失
者
」
に
は
精
神
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
身
体
障

が
い
者
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
獄
令
三
九
を
「
精
神
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
限
定
責
任
能
力
と
し
て
刑
罰
を
減

軽
す
る
規
定
」
と
す
る
解
釈
に
は
不
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
高
齢
者
に
対
す
る
敬
老
思
想
あ
る
い

は
、
人
倫
的
人
道
的
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
る
﹇
小
野
義
秀
『
日
本
行
刑
史
散
策
』（
二
〇
〇
二
）、
一
六
〇
頁
﹈。
こ
の
指

摘
に
つ
い
て
も
、
獄
令
三
九
に
お
い
て
、「
幼
少
者
」、「
廢
疾
者
」
と
「
老
齢
」
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
か
ん
が
み
れ
ば
、「
老
齢
」
の
み
を

「
敬
老
」
思
想
と
い
う
独
立
し
た
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(399
)
浅
田
和
茂
『
刑
事
責
任
能
力
の
研
究

下
巻
』（
一
九
九
九
）
八
頁
に
よ
れ
ば
、
刑
法
官
の
袖
書
に
は
こ
の
条
文
に
つ
き
「
九
〇
歳
以
上
反
逆

ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
規
定
は
、
実
質
的
に
は
反
逆
罪
の
場
合
に
は
例
外
的
に
九
〇
歳
以
上
、
七
歳
以
下
の
も
の

で
あ
っ
て
も
死
罪
に
な
る
と
し
て
い
た
。

(400
)
手
塚
豊
『
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
』（
一
九
五
五
）
四
頁
、
浅
田
前
掲
七
頁
。

(401
)
同
三
一
頁
。

(402
)
牧
・
藤
原
前
掲
三
〇
八
頁
。

(403
)
こ
の
「
改
定
律
例
」
と
「
新
律
綱
領
」
は
並
行
的
に
施
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
﹇
同
七
頁
﹈。

(404
)
な
お
、
老
小
癈
疾
収
贖
条
例
は
第
四
五
条
か
ら
第
四
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
五
条
お
よ
び
第
四
六
条
は
も
っ
ぱ
ら
「
癈
疾
者
」
に

関
す
る
規
定
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
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(405
)
以
下
、
明
治
一
三
年
刑
法
典
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
新
井
勉
「
旧
刑
法
の
編
纂
(1
)、
(2
)」、
法
政
論
叢
九
八
巻
一
号
（
一
九
七
五
）

五
四
頁
―
七
六
頁
、
同
四
号
七
六
頁
―
一
一
一
頁
を
参
照
し
た
。

(406
)
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
の
議
論
が
な
さ
れ
る
前
に
、
ハ
ー
メ
ル
が
明
治
一
三
年
刑
法
一
九
条
、
二
二
条
に
つ
い
て
、
六
〇
歳
未
満
で
あ
れ
ば
そ

の
体
力
を
超
え
た
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
読
め
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
文
言
は
奇
妙
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

(407
)
量
刑
段
階
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
な
事
情
を
検
討
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
明
文
規
定
は
な
い
。
た
だ
し
、
改
正
刑
法
草
案
四
八
条
二

項
は
量
刑
上
考
慮
す
べ
き
事
情
に
つ
い
て
以
下
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
犯
人
の
年
齢
、
性
格
、
経
歴
お
よ
び
環
境
、
犯
罪
の
動

機
、
方
法
、
結
果
及
び
社
会
的
影
響
、
犯
罪
後
に
お
け
る
犯
人
の
態
度
そ
の
他
の
事
情
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
犯
人
の
年
齢
」
に
つ
い
て
、
原

田
國
男
『
量
刑
判
断
の
実
際
』（
二
〇
〇
四
）
九
頁
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
被
告
人
の
年
齢
が
若
い
と
い
う
こ
と
は
、
可
塑
性
に
富

み
、
刑
罰
に
よ
る
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
特
別
予
防
の
点
で
、
被
告
人
に
有
利
な
情
状
と
な
る
。
逆
に
、
被
告
人
が
高
齢
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
当
該
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
を
十
分
自
覚
す
べ
き
年
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
犯
行
に
及
ん
だ
と
い
う
点
及
び
常
習
化
の
健
康

が
あ
る
点
で
、
責
任
非
難
を
加
重
す
る
面
が
あ
る
が
、
老
齢
者
の
保
護
と
い
う
特
別
予
防
の
点
で
は
、
被
告
人
に
有
利
な
情
状
と
な
る
」。
こ
れ

と
同
趣
旨
の
指
摘
と
し
て
、
米
山
正
明
「
九

被
告
人
の
属
性
と
量
刑
」、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
二
五
号
（
二
〇
〇
七
）、
一
五
頁
が
あ
る
。
こ
の

指
摘
が
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
官
と
し
て
の
経
験
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
現
在
の
量
刑
実
務
に
お
い
て
、
依
然

と
し
て
「
高
齢
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
事
情
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

(408
)
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
量
刑
段
階
に
お
け
る
、「
高
齢
」
と
い
う
事
情
の
と
ら
え
方
の
違
い
に
は
、
合
意
の
有
無
の
ほ
か
に
、「
刑
罰
観
」

の
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
一
三
二
―
二
四
条
に
は
宣
告
さ
れ
る
刑
罰
の
目
的
と
し
て
、
有
罪
宣
告
者
の
社
会
的
参
入
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
有
罪
宣
告
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
特
性
を
考
慮
し
て
、
そ
の
特
性
を
基
礎
と
し
た
処
遇
的
配
慮
を
も
量
刑
判
断
の
一
要

素
と
さ
れ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
特
別
予
防
的
考
慮
を
量
刑
判
断
の
際
に
行
う
こ
と
に
対
し
て
議
論
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
考
慮
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
特
別
予
防
的
配
慮
か
ら
刑
罰
を
加
重
す
る
の
か
、
減
軽
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
議

論
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
処
遇
上
の
考
慮
に
基
づ
く
高
齢
犯
罪
者
に
対
す
る
拘
禁
的
措
置
の
回
避
」
と
い
う
運
用
を
日
本
に
持
ち
込
む

際
に
は
、
日
仏
に
お
け
る
刑
罰
論
お
よ
び
量
刑
に
関
す
る
実
務
と
諸
研
究
の
入
念
な
検
討
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
検
討
は
本
稿
で
は
避
け
、
日
仏

に
お
け
る
量
刑
判
断
時
の
「
高
齢
」
と
い
う
因
子
の
扱
い
方
の
根
本
に
は
刑
罰
観
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
点
の
み
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

(409
)
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号
28025104。

(410
)
同
量
刑
理
由
に
お
い
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
案
被
告
人
に
は
前
科
前
歴
は
な
く
、
被
害
者
側
に
も

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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同
居
し
て
い
た
被
告
人
と
妻
に
対
し
て
思
い
や
り
に
欠
け
る
点
が
あ
り
、
落
ち
度
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
本
件
犯
行
が
偶
発
的
な
こ

と
、
被
害
者
の
夫
﹇
被
告
人
の
次
男
﹈
が
寛
大
な
処
分
を
望
ん
で
い
る
こ
と
等
、「
被
告
人
に
有
利
な
事
情
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」﹇「

」

内
判
決
本
文
よ
り
引
用
﹈。

(411
)
｢高
齢
」
と
い
う
事
情
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
小
池
前
掲
三
八
頁
－
三
九
頁
に
お
い
て
も
量
刑
段
階
で
は
な
く
処
遇
段
階
で
考
慮
す
べ
き

と
さ
れ
て
い
る
。

(412
)
原
田
前
掲
九
頁
、
米
山
前
掲
一
五
頁
。

(413
)
http://response.jp/article/2004/06/09/61088.htm
l

(414
)
司
法
省
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏

刑
法
草
案
注
譯
上
﹇
復
刻
版
﹈』（
一
九
八
八
）、
一
八
五
頁
。

(415
)
ベ
ル
ネ
ル
、
宮
島
鈴
吉
訳
「
日
本
ノ
刑
法
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」（
明
治
一
九
年
）
西
原
春
夫
、
吉
井
蒼
生
夫
、
藤
田
正
、
新
倉
修
『
日
本
立
法

資
料
全
集
二
〇
』（
一
九
九
九
）、
四
七
六
頁
以
下
。

(416
)
同
。

(417
)
重
松
前
掲
（
二
〇
〇
七
）、
一
二
二
頁
。

(418
)
姫
嶋
瑞
穂
『
明
治
監
獄
法
成
立
史
の
研
究
―
―
欧
州
監
獄
制
度
の
導
入
と
条
約
改
正
を
め
ぐ
っ
て
』（
二
〇
一
一
）、
二
七
頁
以
下
。
な
お
同
書

三
一
頁
以
下
は
、
同
法
律
が
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

(419
)
内
閣
記
録
局
『
法
規
分
類
大
全
五
七
巻

治
罪
門
第
二
』（
一
九
八
〇
）、
六
二
頁
、
姫
嶋
前
掲
三
六
頁
。

(420
)
矯
正
協
会
『
監
獄
則

全
』（
一
九
七
六
）
を
参
照
し
た
。

(421
)
姫
嶋
前
掲
七
七
頁
。

(422
)
矯
正
協
会
、
小
原
重
哉
注
釈
『
監
獄
則
注
釈

復
刻
版
』（
一
九
七
六
）
を
参
照
し
た
。

(423
)
重
松
一
義
『
近
代
監
獄
則
の
推
移
と
解
説
―
―
原
告
監
獄
法
へ
の
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
一
九
七
九
）、
二
一
頁
。

(424
)
姫
嶋
前
掲
一
〇
九
頁
。

(425
)
小
河
滋
次
郎
、
重
松
一
義
『
日
本
監
獄
法
講
義

復
刻
版
』（
一
九
七
六
）、
六
六
頁
。

(426
)
同
。

(427
)
同
一
六
五
頁
―
一
六
六
頁
を
参
照
し
た
。

(428
)
小
河
、
重
松
前
掲
一
六
六
頁
。
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(429
)
矯
正
協
会
前
掲
二
六
七
頁
以
下
。

(430
)
姫
嶋
前
掲
二
九
九
頁
。

(431
)
本
事
案
に
お
い
て
、
勾
留
中
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
当
時
五
一
歳
の
男
性
に
対
し
て
、
速
や
か
に
専
門
医
療
機
関
に
移
送
し
て
い
れ
ば
、
後
遺
症

が
よ
り
軽
度
で
済
ん
だ
と
い
う
原
告
の
主
張
を
認
め
、
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
﹇
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号
28091079﹈。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
患
者
の
適
切
な
医
療
的
措
置
を
期
待
す
る
権
利
（
期
待
権
）
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
該
患
者
に
精
神
的
苦
痛
を
生
ぜ
し
め
た
と
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
被
収
容
者
に
お
い
て
は
、
医
師
や
医
療
機
関
の
選
択
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
層
こ
の
期
待
権
が
保
護
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
決
は
控
訴
審
﹇
東
京
高
裁
平
成
一
七
年
一
月
一
八
日
判
決
、
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号
28101519﹈

お
よ
び
上
告
審
﹇
最
高
裁
平
成
一
七
年
一
二
月
八
日
判
決
、
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
文
献
番
号
28110058﹈
に
お
い
て
、
速
や
か
か
つ
適
切
な
対
応
を

採
っ
て
い
た
場
合
に
後
遺
症
が
よ
り
軽
度
で
済
ん
だ
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
覆
さ
れ
た
。
さ
ら
に
本
事
案
に
お
い
て
、
原
告
は
被
収
容
者
に
対

し
て
治
療
中
に
手
錠
を
か
け
て
い
た
点
が
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
東
京
地
裁
は
「
こ
の
よ
う
な
対
応
は
い
さ
さ
か
杓
子
定
規
の
感
を
免
れ
な

い
が
、
手
錠
を
か
け
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
、
拘
置
所
の
職
員
に
臨
機
応
変
な
法
解
釈
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
は
一
概
に
は
い
え

な
い
し
、
前
記
の
と
お
り
、
東
京
拘
置
所
の
職
員
は
、
Ｃ
大
学
附
属
病
院
の
医
師
の
許
可
を
得
て
、
手
錠
を
か
け
て
お
り
、
手
錠
を
か
け
る
こ
と

が
原
告
Ａ
の
症
状
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
か
ら
、
東
京
拘
置
所
の
職
員
が
監
獄
法
一
九
条
に
従
っ
て
原
告
Ａ
に

手
錠
を
か
け
た
行
為
が
原
告
ら
に
対
す
る
関
係
で
違
法
性
を
有
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
原
告
の
主
張
を
退
け
た
。

(432
)
｢在
監
者
疾
病
ニ
罹
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
医
師
ヲ
シ
テ
治
療
セ
シ
メ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
病
監
ニ
収
容
ス
」。

(433
)
林
眞
琴
=
北
村
篤
=
名
取
俊
也
『
逐
条
解
説

刑
事
収
容
施
設
法
』（
二
〇
一
〇
）、
二
四
七
頁
以
下
。

(434
)
同
二
五
二
頁
。

(435
)
同
四
頁
。

(436
)
刑
務
所
医
療
の
管
轄
を
法
務
省
か
ら
厚
労
省
に
移
管
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
費
用
に
つ
い
て
も
医
療
保
険
を
適
用
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
受
刑
者
か
ら
社
会
保
険
料
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
第
一
部
二
編
一
章
一
節

で
示
し
た
通
り
フ
ラ
ン
ス
で
は
刑
事
施
設
内
で
の
「
活
動
」
は
労
働
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
保
険
料
は
そ
の
活
動
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
賃
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
刑
務
作
業
は
労
働
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
従
事
し
た
刑
務
作
業

に
対
し
て
は
賃
金
で
は
な
く
、
作
業
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
務
所
内
医
療
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
社

会
保
険
料
の
拠
出
の
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
さ
ら
に
は
刑
務
作
業
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
再
考
の
必
要
が
あ
る
。

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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(437
)
同
二
六
七
頁
。

(438
)
河
上
和
雄
、
中
山
善
房
、
古
田
佑
紀
、
原
田
國
男
、
河
村
博
、
渡
辺
咲
子
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法
﹇
第
二
版
﹈』（
二
〇
一
〇
）、

三
〇
三
頁
。

(439
)
同
。

(440
)
同
。

(441
)
刑
の
執
行
停
止
の
場
合
に
仮
釈
放
者
に
お
け
る
三
号
観
察
と
同
等
の
措
置
が
取
ら
れ
う
る
規
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
仮
釈
放
の
法
的
位
置
づ
け
に
は
、
①
恩
恵
、
②
受
刑
者
の
権
利
、
③
行
政
処
分
の
一
種
、
④
行
刑
の
一
延
長
、
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
﹇
菊
田
幸
一
『
犯
罪
学
』（
二
〇
〇
五
）
四
二
〇
頁
﹈。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、
④
の
行
刑
の
一
延
長
と
解
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
﹇
金
子
み
ち
る
、
正
木
祐
史
「
第
四
章

保
護
観
察
の
法
的
再
構
成
・
序
論
―
―
保
護
観
察
対
象
者
の
法
的
地
位
か
ら
」
刑
事
立
法
研

究
会
『
更
生
保
護
制
度
改
革
の
ゆ
く
え
』（
二
〇
〇
七
）、
五
六
頁
﹈。
す
な
わ
ち
、
仮
釈
放
中
に
保
護
観
察
に
付
さ
れ
る
こ
と
、
本
人
の
円
滑
な

社
会
復
帰
を
目
的
と
す
る
処
遇
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
仮
釈
放
の
期
間
に
刑
期
が
進
行
す
る
。
保
護
観
察
の
う
ち
特
に
指
導
監
督
に
お
け
る

遵
守
事
項
は
「
一
定
の
義
務
を
保
護
観
察
対
象
者
に
関
す
点
で
不
利
益
（
権
利
制
約
）
的
性
格
を
持
つ
も
の
」﹇
同
五
七
頁
﹈
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
指
導
監
督
を
含
む
三
号
観
察
は
刑
の
一
執
行
形
態
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
刑
の
執
行
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
に
対

し
て
純
粋
な
支
援
的
性
格
の
補
導
援
護
の
み
な
ら
ず
、
指
導
監
督
を
も
課
す
こ
と
は
法
的
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

(442
)
刑
事
訴
訟
法
四
八
二
条
一
項
に
基
づ
く
刑
の
執
行
停
止
の
場
合
に
は
、
検
察
官
は
こ
の
調
査
を
警
察
署
の
長
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹇
法

務
省
令
執
行
事
務
規
定
三
一
条
六
項
﹈。

(443
)
浜
井
前
掲
（
二
〇
一
一
）
二
〇
一
頁
。

(444
)
近
時
で
は
、
高
齢
犯
罪
者
や
障
が
い
を
有
す
る
犯
罪
者
の
拘
禁
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
支
援
、
い
わ
ゆ
る
「
入
口

支
援
」
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
支
援
は
、
検
察
段
階
や
公
判
段
階
に
お
い
て
、
福
祉
支
援
者
が
当
該
被
疑
者
被
告
人
の
ニ
ー
ズ
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
「
居
場
所
」
や
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
起
訴
猶
予
や
執
行
猶
予
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
﹇
拙
稿
「
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
持
つ
被
疑
者
へ
の
起
訴
猶
予
」（
二
〇
一
四
）、
大
阪
市
立
大
学
法
学
雑
誌
六
〇
巻
三
=
四
号
﹈。

(445
)
検
察
統
計
年
報
二
〇
〇
六
年
版
か
ら
二
〇
一
三
年
版
を
も
と
に
作
成
し
た
。

(446
)
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
二
年
以
下
（
法
律
上
の
累
犯
の
場
合
一
年
以
下
）
の
軽
罪
禁
錮
刑
に
付
さ
れ
る
刑
の
執
行
前
の
刑
罰
修
正
に
関
す
る
年
齢

別
統
計
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
年
齢
別
新
入
受
刑
人
員
に
関
す
る
統
計
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
か
ら
、
こ
こ
で
は
全
部
執
行
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猶
予
の
数
値
か
ら
、
高
齢
有
罪
宣
告
人
員
に
占
め
る
拘
禁
的
措
置
に
付
さ
れ
る
者
の
割
合
を
推
定
す
る
に
と
ど
め
る
。

(447
)
矯
正
統
計
年
報
二
〇
〇
六
年
―
二
〇
一
一
年
を
も
と
に
作
成
し
た
。

(448
)
た
と
え
ば
、
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白
書
、
二
四
七
頁
。

(449
)
矯
正
統
計
年
報
二
〇
〇
六
年
―
二
〇
一
一
年
を
も
と
に
作
成
し
た
。

(450
)
前
註
(444
)。「
入
口
支
援
」
の
取
組
み
の
広
が
り
を
受
け
て
、
検
察
官
や
裁
判
官
に
お
い
て
も
、
生
活
困
窮
か
ら
犯
罪
を
行
っ
た
高
齢
犯
罪
者

あ
る
い
は
障
が
い
者
に
対
し
て
は
、
彼
ら
の
立
ち
直
り
の
た
め
に
よ
り
適
切
な
「
福
祉
的
支
援
」
を
提
供
す
る
視
点
か
ら
の
非
拘
禁
的
措
置
の
選

択
と
い
う
運
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

(451
)
刑
務
所
や
更
生
保
護
施
設
、
地
域
生
活
定
着
セ
ン
タ
ー
等
実
際
に
高
齢
犯
罪
者
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
へ
の
聞
取
り
調
査
の
際
に
高
齢
者
犯
罪

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
き
く
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
強
盗
に
つ
き
起
訴
さ
れ
る
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
窃
盗
を
す
る
高
齢
者
よ
り

も
、
よ
り
生
活
に
逼
迫
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
ひ
っ
た
く
り
等
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
物
を
取
す
る
こ
と
に
必
死
に
な

る
余
り
、
物
を
取
る
際
に
被
害
者
を
押
し
飛
ば
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
刑
法
二
三
六
条
が
い
う
「
暴
行
を
用
い
て
他
人
の
財
物
を
強
取
し
た
」

に
あ
た
る
と
さ
れ
強
盗
と
し
て
起
訴
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
太
田
達
也
、
金
容
世
、
矢
野
恵
美
、
堀
田
晶
子
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
犯

罪
の
実
態
と
要
因
に
関
す
る
研
究
」（
二
〇
〇
六
）、
七
頁
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
な
お
、
こ
の
資
料
は
社
会
安
全
研
究
財
団
助
成
に
よ

る
研
究
で
、
出
版
は
さ
れ
て
い
な
い
が
筆
者
は
同
財
団
の
行
為
に
よ
り
直
接
恵
与
を
受
け
た
﹈。

(452
)
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白
書
二
二
七
頁
。

(453
)
盗
品
等
ノ
防
止
及
処
分
ニ
関
ス
ル
法
律
に
お
い
て
常
習
累
犯
窃
盗
に
つ
い
て
定
め
た
二
条
お
よ
び
三
条
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
二
条

常
習
ト
シ
テ
左
ノ
各
号
ノ
方
法
ニ
依
リ
刑
法
第
二
三
五
条
、
第
二
三
六
条
、
第
二
三
八
条
若
ハ
第
二
三
九
条
ノ
罪
又
ハ
其
ノ
未
遂
罪

ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
対
シ
窃
盗
ヲ
以
テ
論
ズ
ベ
キ
ト
キ
ハ
三
年
以
上
、
強
盗
ヲ
以
テ
論
ズ
ベ
キ
ト
キ
ハ
七
年
以
上
ノ
有
期
懲
役
ニ
処
ス

1
．
兇
器
ヲ
携
帯
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ

2
．
二
人
以
上
現
場
ニ
於
テ
共
同
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ

3
．
門
戸
牆
壁
等
ヲ
踰
越
損
壊
シ
若
ハ
鎖
鑰
ヲ
開
キ
人
ノ
住
居
又
ハ
人
ノ
看
守
ス
ル
邸
宅
、
建
造
物
若
ハ
艦
船
ニ
侵
入
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ

4
．
夜
間
人
ノ
住
居
又
ハ
人
ノ
看
守
ス
ル
邸
宅
、
建
造
物
若
ハ
艦
船
ニ
侵
入
シ
テ
犯
シ
タ
ル
ト
キ

三
条

常
習
ト
シ
テ
前
条
ニ
掲
ゲ
タ
ル
刑
法
各
条
ノ
罪
又
ハ
其
ノ
未
遂
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
其
ノ
行
為
前
十
年
内
ニ
此
等
ノ
罪
又
ハ

此
等
ノ
罪
ト
他
ノ
罪
ト
ノ
併
合
罪
ニ
付
三
回
以
上
六
月
ノ
懲
役
以
上
ノ
刑
ノ
執
行
ヲ
受
ケ
又
ハ
其
ノ
執
行
ノ
免
除
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
刑
ヲ

高齢受刑者の医療を受ける権利の保障とその手段としての早期釈放制度の積極的運用（四)（安田）
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科
ス
ベ
キ
ト
キ
ハ
前
条
ノ
例
ニ
依
ル
」。

(454
)
来
栖
宗
孝
「
高
齢
者
犯
罪
と
高
齢
受
刑
者
の
処
遇
」
立
山
龍
彦
『
高
齢
化
社
会
の
諸
問
題
』（
一
九
九
一
）
六
三
頁
は
こ
の
点
に
つ
い
て
「﹇
本

条
文
に
は
﹈
無
銭
飲
食
・
無
賃
乗
車
を
く
り
返
す
連
中
﹇
マ
マ
﹈
に
対
す
る
常
習
累
犯
詐
欺
罪
は
規
定
し
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(455
)
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白
書
二
九
八
頁
を
も
と
に
作
成
し
た
。

(456
)
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白
書
三
一
〇
頁
。

(457
)
平
成
二
〇
年
版
犯
罪
白
書
二
九
八
頁
。

(458
)
矯
正
統
計
年
報
二
〇
一
三
年
を
も
と
に
作
成
し
た
。

(459
)
矯
正
統
計
年
報
二
〇
一
一
年
を
も
と
に
作
成
し
た
。
た
だ
し
、
禁
錮
刑
に
つ
い
て
は
そ
の
数
が
非
常
に
小
さ
い
た
め
グ
ラ
フ
一
-
四
の
対
象
か

ら
除
外
し
た
。
な
お
、
二
〇
一
一
年
に
禁
錮
刑
に
付
さ
れ
た
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
受
刑
者
は
二
三
人
で
あ
っ
た
。

(460
)
二
〇
一
二
年
二
月
に
T
O
U
LO
U
SE
の
M
U
RET
拘
禁
セ
ン
タ
ー
を
参
観
し
た
際
に
、
そ
こ
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
刑
者
は
文
化
活
動

を
選
択
し
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
る
と
の
話
を
き
い
た
。
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